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はじめに

現在、道徳教育は大きな変革期にあります。平成 27年 3月の学校教育法施行規則改

正により 、 「道徳の時間Jは「特別の教科 道徳Jとなり、小中学校学習指導要領及び

特別支援学校小中学部学習指導要領の一部改正が行われました。これを受け、平成 27 

年4月 1日からは、移行措置期間に入り「道徳の教科化Jが、大きく動き始めました。

また、学習指導要領解説「特別の教科 道徳編」では「今後グローバル化がますます

進展する中で、社会を構成する一人一人が、高い倫理観をもち、人としての生き方や社

会の在り方について、時に対立がある場合を含めて、多様な価値観の存在を認識しつつ、

自ら感じ、考え、他者と対話し協働しながら、よりよい方向を目指す資質 ・能力を備え

ることがこれまで以上に重要であり、こうした資質 ・能力の育成に向け、道徳教育は大

きな役割を果たす必要がある」と道徳教育の重要性を指摘しています。

そのような中、本市は、 「徳、 ・知 ・体」の調和のとれた教育都市くまもとを目指し、

、11成 26、27年度に、文部科学省の「道徳教育の抜本的改善 ・充実に係る支援事業J

の委嘱を受け、熊本市の次代を担う子どもたちの心を育てるために道徳教育の改善・充

実に臨んでまいりました。

その取組の 1っとして、教科化の目指す授業「考える道徳J i議論する道徳」への転

換が課題であることから、道徳教育ブロックリーダー委員会を設置し、授業実践に取り

組み、多様な方法を活用して授業を構想するため指導方法のポイントを設けた指導案を

作成いたしました。

この指導案を参考にしていただき，子どもたちの実態に応じた「特別の教科 道徳」

における質の高い多様な指導方法の実践に向け役立てていただき，熊本市における道徳

教育が 一層充実していくことを願っています。

最後になりましたが，編集委員の皆様には，実践事例の提供，文案の検討などご協

力いただきましたことに，改めて感謝申し上げます。

熊本市教育委員会



目次

小学校編 ( )は、各指導案のポイント

1 小学校低学年「ぽんたと かんたJ(文科省〉・・

〈問題解決的な浸業の展開 考え，話し合う揚の設定の工夫〉

2 小学校伝学年「お月さまと コロJ(文科省〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

(考える揚の設定実践意欲を高めるための揚の設定構造的板書の工夫〉

3 小学校中学年「ブラッドレーのせい求書J(文科省〉・・・・・・・・・・・・.. 1 3 

〈多面的・多角的に考える揚の設定の工夫〉

4 小学校中学年「六セント半のおつりJ(文科省〉・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

(価値観を高め，道徳的態度を育てるための展開の工夫〉

5 小学校高学年「うばわれた自由J(文科省〉・・・・・・・・・・・・・・・・・..25 

〈物事を多面的・多角的に考える揚の設定構造的な板書の工夫〉

6 小学校高学年「ブランコ乗りとピエロJ(文科省〉・・・・・・・・・・・・・・.. 31 

(思考の可視化 協同学習の揚の設定議論し共感する揚の設定実態調査の工夫〉

中学校編

1 中学校1年生「一間のノートJ(文科省).. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 38 

〈問題解決的な学習を取り入れた慢業の展開〉

2 中学校1年生「二通の手紙J(文科省).. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44 

〈考え，議論する揚の設定 I~\情の変化の可視化〉

3 中学校2年生「卒業文集最後の二行J(文科省〉・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50

(いじめを乗り越える仲間作りのための指導計画考え，議論する授業展開〉

4 中学校2年生「二人の弟子J(文科省).・ ・ ・ . . . . ・ ・ . . . . . . . . . ・ 56 

(初発の感想の疑問から学習課題を設定した主体的な学習の展開〉

5 中学校3年生 n毎と空一樫野の人々一J(文科省〉・・・・・・・・・・・・・・・・ 62

(考え，議論する揚の設定構造的板書の工夫〉



小字 編







4 本時の学習
( 1 )ねらい かんたが迷った末に、裏山に行かないことを決めた理由を考えることを通

して、よいことと悪いことの区別をし，よいことを進んで行う判断力を育てる 。
( 2 )展開

時間| 学習活動 | 主な発問と予想される反応

導 1
1 本時の価値

11 アンケートの結果を見|
入|を知る。 11てみましょう 。 1
3 1 ・わたしは，できると思う。

分 1 ・分かっていても，できない時

指導上の留意点 大評価

1，ポイント

備考

110アンケートの結果を提示して，よ
川 いこととわかっていてもできない
川 ことを話し合い，本時の道徳的

があるよね。 /' 価値の方向付けをするとともに

展
開
円リ

段
25 

争、、 本時の学習の課題を提示する。
まよったときはどうしたらいいのかな IR 

2 資料「ぽん

たとかんた」

を視聴して

話 し合う 。

(1)大声で「行か11大きな声で 言った時のぽ

なしリと言う 11んた の 気 持 ちを考えまし

ぽんたの気持11 ょっ 。

ちを考える 。 l

l ・行きたいけど，危なし、から行

かないよ 0

・かんたくんも，行っちゃだめだ
よ。

0よいことややってはいけない

ことにはどんなことがあるの

かについて，確認しておく。

0ひみつ基地の魅力を話し

合うことで登場人物に共感

しやすくする。

0中心発問で多様な考えが

出るように，資料をかんたが

迷うところまで提示する。

0ぽんたが迷った末に断った

ことをおさえることで，ぽんた

の強い意思に気付かせる。

大型

テレピ

紙芝居
フラッシ

ュカード

ハート図

心情円盤

分 I I 

(2)自分がかんIh J- -L_ _L  )，' ) • _ L  -L_ >- 1，' ~ iI I (ポイント
111 あなたが，かんたならどう 1111 0心情円盤を用いて迷っているただったら， 111 ~- ; ~~， ' .- • -• -~ ~ - / 11 11 

ど九するか111 しますか。 1川 かんたの葛藤を考えた後，自
れる 。 11|それは，なぜですか。 y 分ならどうするかとその理由を

17J )lvt~1 ~ シートに書く。

「行かないJ 1 、

・しかられるかもしれない。 1女自分の判断と理由をシートに書|心情円盤
・ぽんたくんもし、かないなら，ぼ| | 習

| くことができたか。 1子百くもいかない。 1 ，，'--'-1-.1 - '- C 1'-1-.1 .0 1シート

.けがをするかもしれない。
「行く」
・おもしろそう。
-気を付けるから大丈夫。

0よいことをすることの大切さ|お面

を理解させるために，行かな

|ぽんた(役割演技)1
・かんたくんが，行かなくてよか
ったo

-行ったら先生に言うよ。

かった時と行った時のその

後まで役割演技をする。

末イント ー~
O役割演技をさせながら，理由について切り返し発問をして話し

合うことで，高い価値の判断理由に気付かせるようにする。

T:叱られないなら，裏山に行きますか?
C:叱られなくても危ないことはしない方がいい。
T:もしぼんたくんが，やっぱり行くと言い出したらどうしますか?
C:自分で決めたことだから，行かない。

ー/
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(3)資料の後

半を視聴し，

裏山に 行か

ずに公 園で

遊ぶ 2 人の

気持ち を考

ひみつきちにいくのをが
まんしたのに，すがすがし
いきもちになったのはな
ぜだろう。

える 。 I・よい行動ができたから。

-しっかり考えて行動できたか

ら。

(4)本時の問題
について考
える 。 よいことややってはいけ

ないことをしょうかやめ
ょうか迷った時は，どうし
たらいいのでしょう。

0迷うこともあるけど しっかり|挿絵

考えてよいことをすることは

清々しくいい気持ちになるこ

とに気付かせる。

-よいことか悪いことかを考え

る。

-自分や友だち，家族，地域の

人，先生のことを考える。

・その後のことを考える。

3 今までの自分11 よいことをしたことやーし
を振り返る。 11 てはいけないことをやっ

てしまったことはありま
せんか。

展
開
後
段
目
分

0迷った時の判断規準を子ど

もの言葉でまとめる。

ポイント
Oよいこととは誰のためなのかを

考えさせることによって，善悪の

判断をする規準は 1つではない

ことに気付かせる。すぐに判断

せずによく考えることもおさえる。

01わたしたちの道徳 Jを参考|わたした

に，よいことやしてはならない|ちの道徳

ことについて考え話し合う。 I大型

テレヒ'

-トイレのスリッパを並べなかっ

た。面倒だ、ったから。今度か 1
0自分のことを振り返り，シー|学習

らは，次の人のことを考えて| トに書く 。行動の理由や今| シート

並べようと思う。 1 の気持ちも考えるようにする

-いじわるをしている友だちにだ
めだよと言った。かわいそうだ|女自分の行動とその理由を振り返

ったから。言ってよかったと思| ることができたか。

つD

ポイント
O行動だけでなく理由も考える。その際，展開前段 2(4)でまと

めた「よく考えたかJr誰かのことを考えたか」を振り返り，出し

合うことで，これからの生活に生かせるようにする。

4 教師の説話 11 先生の話を聞きましょう D

終| を聞く。 1I

末
2 
分

0よいことを進んでするには，

勇気がいるが大切であること

を感じるような話をする。

0本時の価値への高まりを自|学習

覚するために，学習シートの

ハ一トマークを塗る。

シート
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が J
コ に ち

な ま え

ぽ ん た と か ん た

O あ な た が 、 か ん た な ら 、 ど う し ま す か ?

だ っ て 、

O ょ い と お も う こ と を す す ん で し た こ と や 、 し て は い け な い こ と を し て

し ま っ た こ と は あ り ま せ ん か 。 そ の り ゅ う や き も ち も か き ま し ょ う 。

ど ん な こ と

り ゆ
!

フ
:

き
:

も ち
(

ふ
く
ら
み

ハ
ー
ト

c.n
 



。 し こ と ・ や っ て は い け な い こ と

日 山
よ

し た らま よ っ た と き は 、 ど う

ひ み つ き ち

「 だ め だ よ 。 」

よ く か ん が え て

あ ぶ な い か ら 。 」

し か ら れ る か も し れ な い か ら 。

き ま り だ か ら 。

、 、A 泳 、 、 。し カ え ω

し

ぽ ん た く ん も い か な い な ら 、 ぼ く も

け が を す る か も 、

う ち の ひ と が 、

し れ な い か ら 。

し ん ば い す る か も し

い か な く て よ か っ た

す っ き り

「 ふ た り で い こ う よ 」。

「 へ い き へ い き 。 」

う ら や ま か ら 、 で て き た 。

「 ど う し た ん だ い ? 」

か ん が え た 。

い い こ と か わ る い こ と か ?

あ と で ど う な る の か ?

じ ぶ ん の こ と だ け か ん が え な い 。

と も だ ち 、 い え の 人 、 ち い き の 人

、、
す ぐ に き め な い 。 よ く か ん が え る 。
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ポイント:

考える場の設定実践意欲を高めるための場の設定構造的板書の工夫

第 2学年組 道徳学習指導案

平成年月日( )第校時場所年組教室

指導者 00  00  

1 主題名 素直に伸び伸びと 【A-2 正直，誠実】

資料名「お月さまと コロ J (1わたしたちの道徳 小学校 1 ・2年」文部科学省)

2 主題について

( 1 ) 子供が健康的で自分らしさを発揮するためには 自分の気持ちに偽りのないよう

にし，明るく楽しい生活を心掛けようとする姿勢をもつことが大切である 。

この時期の子供は，様々な人との関わりの中で，いけないことをして しまったと

きに，意地を張って非を認められなかったり，素直に謝れなかったりして，暗い心

になってしまうことも少なくない。

そこで，自分自身の心に誠実になって，いけないことをしてしまったときには素

直に非を認め 謝ることで心が晴れ晴れとなることに気付き 素直に伸び伸びと生

活していこうという態度を育てたいと考え 本主題を設定した。

( 2 ) 本学級の子供は 友達と仲よく活動しているが 時に，自分の立場が不利になり

そうだったり，自分の思いがうまく伝えられず気持ちが高ぶったりしている場合は，

自分の非をなかなか認められないこともある 。そこで，この時期に，素直に非を認

めて謝ることの大切さを十分に考え，明るい心で楽しく生活することができるよう

指導したい。意識調査による子供の実態は，次のとおりである 。 (調査対象O人)

さとしさんは，家の人に叱られて嫌な気分でした。公園のブランコを思いっきり

こいでいたら，友達のようこさんが「私にも貸して。」と言ってきました。 さとし

さんは，その時どんな気持ちだったでしょうか。

さとしさんは， Iまだ乗ったばかりだから貸さないよ 。」と言って，ずっと乗って

いました。ょうこさんはしばらく待っていましたが，怒って公園から出て行ってし

まいました。 さとしさんは その時 どんなことを考えたでしょうか。

K4L 
こっちは頭に 謝ろうか， ど ょうこさんに ょうこさんに

きているんだ。 うしょうか。 議十ったほうが 悪かった 。 謝

説tるものか。 いいかなあ。 ろう 。

うるさいなあ。あっ

ち行-ってよ 。

貸さないよ 。

貸そうかな，どうし

ょうかな。

ょうこさんに貸そ

つ。

( 3 ) 本資料は，コオロギのコロが，たった一人の友達のギロに意地悪をして怒らせ，

素直に謝ろうかどうか迷っている時に，お月さまとふれ合うことで，素直な気持ち

をもつことができるという話である 。素直になれた自分 素直になれなかった自分

の思いを考えることを通して，素直に伸び伸びと生活することの大切さに気付くこ

とができる資料であると考える 。

7 



( 4 ) 指導にあたっては，次の点に留意する 。

① 導入

・「素直」についての考えを出し合うことで ねらいとする価値への方向付けをする 。

② 展開前段

-資料の内容を十分捉えることができるように，場面絵を使いながら資料提示を行

う。その際， rコロはどんな子か」を考えながら聞くように指示することで，コロ

がどのように変わっていったか考えやすいようにする 。

・ギロが東の畑や西の河原に誘う場面，歌を教えようとする場面では，子供たちが

コロ，指導者がギロになって動作化することで，次第に二人の気持ちが通い合わ

なくなっていくことを感じ取ることができるようにする 。

ポイント

-コロの二つの心が闘っている場面では，コロの気持ちを隣同士で話し合うことで，

謝りたくても謝れないと悩んでいることに気付くことができるようにする 。

-草の露の玉に映った暗く沈んだ悲しそうな顔を見て涙を流した時のコロの気持ち

を考えることで，素直に謝れなかったコロの気持ちに共感できるようにする 。

-今までとは違う顔になったコロの気持ちを考える時は，顔の表情を見比べながら

素直になることのよさに気付くようにすることで，ギロに謝る決心に至ったコロ

の思いを考えることができるようにする 。

ポイント

-次の日，コロがギロに何と話したか考え，役割演技をすることで，ねらいとする

価値の大切さを実感することができるようにする 。

③ 展開後段・終末

・自分の生活を振り返り，自分の非を認めて謝ったり素直な気持ちで生活したりす

ることの大切さに気付くことができるようにし これからの自分の言動について

考えることができるようにする 。

④ 人権教育の視点から

-自分の生活を振り返るとき 友達とのトラブルについて話すことも考えられるの

で，今後どうしていきたし、かと投げかけ 自分の非を認め素直な気持ちで生活す

ることが大切であるということに気付くことができるようにする 。

3 指導計画

各教科・その他 主な指導内容 体験活動等

事 日常生活 -素直に謝れたかどうかについて考

円IJ え，自分の生活を振り返る 。

本
-主題名 素直に伸び伸びと

-資料名 「お月さまとコロ」
時

-中心価値 A-2正直，誠実

事
日常生活 -素直に謝れたかどうかについて考

帰りの会 え，自分の生活を振り返る 。
千麦

「わたしたちの道徳 P4 7 J 
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指導上の留意点 交評価

4 本時の学習

( 1 ) ねらい 素直になりたいけれどなれない思い 素直になれた時の思いを考えさせ

ることを通して，素直に謝ろうとする態度を育てる 。

(2 ) 展開

|過程| 学習活動 主な発問と予想、される反応 備考

導入 11 i素直」につr-----------， IOi素直」についての考えを出し合

2分| いて考える。 11 i素直」ってどんなこと 11 うことでねらう価値への方向付

くても謝れないコロの思いに気

を思っていたでしょう 。Jレ付くことができるようにする 。 、

【考える場】〈ポイント) 1 
10隣同士で話し合うことで，多様な意見l

・謝らなくてもいいんだ。 I ...'::II I.......I.~ I l を引き出す。 I

Oコロの表情から，素直な自分にな|ワー

りたいコロの思いに共感できる|クシ

ようにする 。 トト

大素直な気持ちが大切であること

に気付き，コロの気持ちを考える

ことができたか。

代考える場】〈ポイント〉

0問い返しをすることで，ねらいとする価値へと迫らせる。

T:本当はどうしたいの?→C:本当は謝りたい。

T:本当は謝りたいのに謝れないコロは，素直になれていますか?→C:素直じゃない。

T:素直になれない自分のことをどう思っていると思いますか?→C:素直になれない自分は嫌だ。
ノ

だと思いますか 0

・自分の心に正直

| 見つめる心:すなおな心 1 

2 iお月さまと

い

と

て

こ
つ

な

闘

ん
が

ど
」

は

心

ロ
の

コ
つ二

時

「

る

い

が

時

間

丸

心

る

を

合

の

い

j

し

っ

て

口

話

二

つ

コ
て

υ
闘

開

段

分

展

前

叩

のコロの気持

ちを考える。

( 2 )草の露に映Ilrどうしてコロは涙を流

った自分の顔111 したのでしょう 。

を見た時のコl'1
ロの気持ちを|・もう遊んでくれなし、かも 。

考える。 1・あんなことしなきゃよか

った D

-素直に謝りたい 0

.こんな自分は嫌だ。

けを図る 。

0資料提示する際に コロがどんな|場面

子か考えながら聞くよう に促す。|絵

0隣同士で話し合うことで，謝りた

ア立
¥ 

( 3 )今までとは11今までとは違う顔にな 110顔の表情を見比べ，素直になるこ

違う顔になっ11ったコロは，どんなこと

たコロの気持11を思っているでしょう 。

ちを考える o 1 

l ・素直になると，心が晴れ

晴れするね。

・ギロくんに謝ろう 。

とのよさに気付くようにするこ

とで，ギロに謝る決心に至ったコ

ロの思いを考えることができる

ようにする 。
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可
F
S
1
E
 

ロ

。

ギ

う
ま

よ
ロ

し
コ

で
，
た

口
H

T

レ

の

話

次

と

コ

何

考
に

か

日

ロ

た

カ

ギ

し

渉

は

話

引

ロ

と

0役割演技をすることで，謝ったと

きに晴れ晴れとした気持ちにな

ったことを実感することができ

える。 I・ごめん。ぼくが悪かった o I るようにする 。

-すぐに謝れなくてごめん。J_

r ~ 
【実践意欲を高めるための場】(ポイント〉

0自分がコ目だったらどうするかを， r理由 Jrそうするとどうなるか〈結果)Jも含め考えさせ，コロ

役・ギロ役に分かれて役割演技をさせることによって，素直に行動することのよさを実感し，

実践意欲を高めることができるようにする。
¥ ノ

展開 3 これまでの
素直に謝ったことがあ

01わたしたちの道徳JP 44・45をワー

後段 自分やこれか
りますか。素直に謝れな

参考にすることで，素直に謝った クシ

10分 らの自分を見
かったことがあります

ことや謝れなかったことについート

つめる。
か。その時，どんな気持

て振り返りやすくする 。

ちでしたか。
大自分自身を振り返ることができ

たか。

終末 1

4 教師の説話~3分 を聞く 。 先生の話をします。 ることができるような話をする 。

。アンケートの例

|道とくアンケート|

年 ぱん〈来E

さとしさんは，家の人にしかられていやな気分でした。公園のブランコを思い

っきりこいでいたら，友だちのようこさんが「私にもかして。」と言ってきました。

さとしさんは，その時どんな気持ちだったでしょうか。

ア うるさいなあ。あっち行ってよ。

イ かさないよ。

ウ かそうかな，どうしょうかな。

工 ょうこさんにかそう。

さとしさんは， rまだのったばかりだからかさないよ。」と言って，す、っとの

っていました。ょうこさんはしばらくまっていましたが，おこって公園から出て

行ってしまいました。さとしさんは，その時，どんなことを考えだでしょうか。

力 こっちは頭にきているんだ。あやまるものか。

キ あやまろうか，どうしょうか。

ク ょうこさんにあやまったほうがいいかなあ。

ケ ょうこさんにわるかった。あやまろう。

10 



す な お な 心

二 年 組

お 月 さ ま と 、ーノ~
 

コロ

• ど 7
 

し て コ ロ iま な み だ を な が し た の で し よ 7
 。

顔
を

草
映

の
し

露
た

σ〉 玉
コ
ド

ロ
』

の
顔

- す な お に あ や ま っ た こ と が あ り ま す か 。 あ や ま れ な か っ た こ と が

あ り ま す か 。 そ の 時 、 ど ん な こ と を 思 い ま し た か 。

。
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

例

学 し ゅ う の ふ り か え り 。 ょ く で き た 。 O で き た 。 ム も う 少 し 。

① 自 分 の 考 え を み ん な に つ た え る こ と が で き ま し た か 。 ( )

② 友 だ ち の 考 え を 聞 く こ と が で き ま し た か 。 ( )

③ 「 だ い じ だ な 。 」 と か ん じ る こ と は あ り ま し た か 。 (

④ 「 ー し て い き た い 。 」 と 思 う こ と は あ り ま し た か 。 ( 、ーノ
、ーノ

ト
4

ト
4



一 ・ す ぐ に お こ る ・ も ん く を 言 う

・ い じ わ る ・ す な お じ ゃ な い

コ ロ

す な お な 心

お 母 さ ん に お こ ら れ て 知 ら ん 顔

「 く だ ら な い よ 。 」

「 お も し ろ く な い よ 。 」

- ギ ロ く ん に わ る い こ と

し た な 。

・ な か な お り し な き ゃ
0

. あ や ま っ た ほ う が い い

ト 品 。

あ や ま ら な く て も い い ん だ 。

- ギ ロ く ん が わ る い ん だ
0

・ 今 さ ら あ や ま れ な い よ
0

. き っ と ま た あ そ び に 来 る

よ 。

ど う し て コ ロ は な み だ を な が し た の で し ょ う 。

- す な お に な る っ て い い な あ 。

・ す な お に あ や ま っ た ら 、 心 が 晴 れ 晴 れ す る

だ ろ う な 。

・ ギ ロ く ん に あ や ま っ て 、

- 何 て 顔 を し て い る ん だ 。

・ も う あ そ ん で く れ な い か も し れ な い 。

・ わ る い こ と を し た の に 、 ギ ロ く ん に ま だ

あ や ま っ て い な い 。

・ 本 当 は あ や ま り た い の に あ や ま れ な い
0

. あ ん な こ と し な き ゃ よ か っ た 。

・ す な お じ ゃ な い 自 分 は い や だ 。

。
板

書
の

例

く
ら
く
て

し
ず
ん
だ

か
な

し
そ

う
な

顔

ス ッ キ リ し よ う 。

1 ー ク 心 が 晴 れ 晴 れ

「 」 ¥ え が お い っ ぱ い

ト・
4

p
。

ポ
イ
ン
ト
葛
藤
場
面
を
対
比
的
に
示
す
。

ポ
イ
ン
ト
主
人
公
の
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ハ
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の
大
き
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の
変
化
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す
。



ポイント:多面的・多角的に考える場の設定の工夫

第 3学年組 道徳学習指導案

平成 年 月 日( )第校時 場所年組教室

指導者 0000 

1 主題名 家族みんなで協力しあって【C-14 家族愛・家庭生活の充実】

資料名「ブラッドレーのせい求書」

( Iわたしたちの道徳 小学校 3 ・4年」 文部科学省)

2 主題について

( 1 ) 本主題の内容項目は，家庭生活の中で家族の愛情に包まれている生活の中で，当た

り前に受けている思いに気付き，家族への敬愛の念を抱くと共に家族のために進ん

で手伝いなどを実践する子供を育てることをねらいとしている 。

家庭は，子供にとって最初に集団生活を学ぶ場所である 。 この時期の家庭

生活 が，子供の人間形成にとって大切な基盤となるものだと考えられる 。 し

かし，最近では家族の形態が，大家族から核家族へと大きく変化し，家族内で

のコミュニケーションを図る機会も少なくなってきている 。 このような現状

であるからこそ，家族への敬愛の気持ちを深め，家庭生活に積極的に関わろ

うとする態度を育てることが大切である 。 お手伝いは，子供が家庭生活の中

で関わる経験が多く， I家族愛 J I家庭生活の充実」を感じる学習としては

適切である 。

( 2 ) 中学年の時期の子供は，低学年の頃と比べると，友達関係、にも広がりが出て

く る ものの，親や家族に対しても意見をし反抗的な言動をする子供も出てく

る時期でもある D 一方，お手伝いにもよく取り組む時期でもあり，その内容や

理由も様々である 。家族のことを思って取り組む子供言われるからやるとい

う子供，言われでも取り組まない子供など，その差は大きい D

意識調査による子供の実態は，次のとおりである 。 (調査対象 人)

①今，家庭でお手伝いをしていますか。

-はい ・いいえ

②どんなお手伝いをしたことがありますか。

小学校 3年生になると，手伝いの経験は多いことが分かる 。 しかし，全くし

ない子 供 も 少 な く な い こ と も分かった 。 また，大多数が親から役割として与

えられた「お手伝い」をして いる子供が多く，自主的に考えて取り組む子供

は 非 常に少ない 。 まだ， 3年生になったばかりということで，お手伝いを任さ

れる経験が少ない子供もいる 。 しかし，家族のために，家族の喜ぶ顔を見たい

からという理由でする子供はまだ少ないと考える 。 そこで，この資料で学ぶ

ことで 家族からの愛情や家族への愛情に気付かせ，家族のために実践しよ う

という心を育てたい 。

13 



( 3 ) 本資料は，まだ自己中心的な部分が見える中学年の子供が，母親とのやりとりを通

じて，家族への愛情を再確認する内容である 。

ブラッドレーが母親に対して，自分が行っているお手伝いの代わりとして，小遣い

を請求する 。母親はその行為を悲しく思いながらも子供の要求通りのお金を渡す。

しかし，お金と同時に請求書を渡し，ブラッドレーはそれを見て自分の行いを反省し，

母親に謝るという話である 。子供に身近な「手伝しリという題材で価値に迫ること

ができる内容になっている 。

( 4 ) 指導にあたって

① 導入では，子供が今実際に取り組んでいるお手伝いの項目や内容について，たくさ

んの意見が出るように，肯定的に取り上げるようにする 。 ここでしっかりと今の自

分を見つめることが，展開後段や終末の振り返りに役立つようにしたい。 斤エト
② 展開前段では，資料を読み， iもしあなただったら」ということも含めて，考え

させることで主人公の自己中心性に共感させるようにする 。その後，ブラッドレ

ー の 行 為 をどう思うかという発問し ， 多 角 的 に 思 考 さ せ る 。また，議論の中で

教師が子供の意見を切り返していくことで価値へと迫らせるようにする D

主人公と母親の気持ちを黒板に左右に分けて書くことで，家族に対しての思いの

違いを視覚的に分かりやすくする 。

③ 展開後段・終末では導入での自分と学習後の自分とを比較して考えることで， i家

族愛 Ji家庭生活の充実Jという価値に気付き，学習後の生活で実践していこ うとい

う意欲を持っと共に，自己の課題を見つけることができるようにする 。

④ 人権教育の視点から，学級の中には様々な家族構成の家庭があることに留意しな

がら学習を進めていく 。 また，話し合い活動を積極的に取り入れることで，発言 に苦

手意識を持つ子供にも自信を持たせるようにする 。

3 指導計画

時 各教科等 主な指導内容 体験活動等

学年行事 -食品が家庭にどのようにし 見学旅行

事 「見学旅行」 て届くのかを学びながら， ミカン狩り体験

-円VI 家 庭 生活への感謝の気持ち

を実感できるようにする 。

-主題名 家族みんなで協力しあって

本 -資料名 ブラッドレーのせいきゅう書

時 -中心価値 c-(1 4) 家族愛・家庭生活の充実

学校行事 -いつもお世話になっている 発表会練習

事 「学習発表会 」 家族へ感謝し，発表会への 学習発表会

後 取り組みを通して，自分の

成長を実感することができ

るようにする 。
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展開 3 これまでの自 家族の一員として、これ -行動の理由も聞くよ
後 段 分やこれから

からの自分はどのような
うにする 。

15分 の自分 を見つ
める 。 ことをしていきたいです . I大好きな家族のため

か。 J I喜んでくれる」と
いう点を，大切にし
てさらに価値を深め

-お金がほしいという理由 る発問をする 。
でなく、家族が喜んでく
れるような手 伝 い を し た -導入で振り返った手
し、 。 伝いの中に，家族の

-家族に喜んでもらう方が ために自然に手伝い
手伝いをして気持ちがし、 をしていることはな
いから、自分 か ら 進 ん で いか振り返らせる 。
何 で も 手 伝いたい 。

-感謝の気持ちを持って家
族に接したい。

大自分自身を振り返る
ことができたか。

終 末

5分 4 教師の説話を -家族のため に進んで
聞く 。 手伝いをすることが

できるような話をす
る。
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ブ ラ ッ ド レ ー の せ い き ゅ う 書

年 組 /
'
ー
¥

O な ぜ 、 ブ ラ ッ ド レ ー の 目 は な み だ で い っ ぱ い に な っ た の で し ょ う 。
ブ ラ ッ ド レ ー の

顔

O 家 族 の 一 員 と し て 、 こ れ か ら の 自 分 は ど の よ う な こ と を し て い き た い で す か 。

O 学 習 の ふ り か え り 。 ょ く で き た O で き た ム も う 少 し

③
②

①
 

自 分 の 考 え を 、 み ん な に 伝 え る こ と が で き ま し た か 。 (

友 だ ち の 考 え を 聞 く こ と が で き ま し た か 。 ( )

「 ー し て い き た い 。 」 と 思 う こ と 、 が あ り ま し た か 。 (

ト
4

-.
:)
 

、、
.-
/

、
-
.
.
/
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、

-
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。 板 書 の 例

自 分 が し て い る お 手 伝 い

か た た た き ・ せ ん た く も の ほ し ( た た み ) ・ り ょ う 理 の 手 つ だ い

か た づ け ・ 皿 あ ら い ・ ふ と ん た た み ( し き ) ・ ふ ろ あ ら い

「 家 族 」 で 大 切 な こ と は 、 ど の よ う な こ と だ ろ う 。

ブ ラ ッ ド レ ー の せ い き ゅ う 書

ブ ラ ッ ド レ ー の せ い き ゅ う 書

お 使 い ち ん 1 ド ル

お そ う じ し た 代 2 ド ル

音 楽 の け い こ に 行 っ た ご ほ う び
1 ド ル

合 計 4 ド ル

食事
服や

気病
親切

母お

代と
を

に
さ

く
し

し
ん

部
っ

た
て

か
屋

や
と

あ
げ

ら
イ℃

き
の

。
お

の
た

せ
ド

ちも
か

代
し

、
ノレ

ん
き

l計k
 

や
病代

O
 
ゆ

代
ド

う
。

。
0

ル
書

ド
ド

ド
ノレ

ノレ
ノレ

ブ ラ ッ ド レ ー

・ い つ も 、 自 分 は が ん ば っ て い る

・ お 小 遣 い も ら う の は 、 当 た り 前

・ お 金 も ら え た ら 、 う れ し い !

お 母 さ ん

・ 愛 す る 子 ど も の た め に !

. お 母 さ ん の 役 目 だ か ら
0

. 家 族 の 幸 せ の た め に 。

・ み ん な が 元 気 に ・

ブ ラ ッ ド レ ー の 目 は 、 な ぜ 、 な み だ で い っ ぱ い に な っ た の で し ょ う 。

の
ブ

顔
ラ
ツ ド レ

お
お

自
母

母
分

さ
さ

の
ん

ん
書

に
の

い
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気
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書
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思
か

反
つ
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省

た
。
し

か
た

ら
か

口
ら

家 族 の 一 員 と し て の 、 こ れ か ら の 自 分 は ~
 家 族 が 喜 ん で く れ る よ う

な 手 伝 い を す る

感 謝 し て 生 活 し た い

家 族 を 大 事 に し た い

ト
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の
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顔
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お 母 さ ん の 顔



ポイント:価値観を高め，道徳的態度を育てるための展開の工夫

第 4学年組 道徳学習指導案

平成年月日( ) 

1 主題名 正直に明るい心で 【A-2 正直，誠実】

場所 4年組教 室

指導者 00  00  

資料名「六セント半のおつり J (1わたしたちの道徳 小学校 3 ・4年」文部科学省)

2 主題について

( 1 ) 人が互いに信頼し合いながら生活していくためには，自己の過ちを認めて反省し，

正直に伝えるなどしながら改めていこうとする誠実な態度が必要である 。過ちゃ失

敗をごまかそうとしたり，うそを言ったりすると，他者の信頼を失うだけでなく，

自責の念や後悔が生じて心が晴れない状態が続くこともある 。

中学年の段階では，正直であることによって自分自身が明るい気持ちで生活でき

る快適さを自覚できるようにすることが求められる 。そして，過ちゃ失敗を素直に

反省し，正直に伝えようとする気持ちと態度を育てたい。 また，特に仲の良い仲間

集団で活動することが増えてくる段階において，周囲の雰囲気に流されず，自分の

強い意志をもってよりよい行動をしようとする態度につなげることが重要である 。

( 2 ) 意識調査による子供の実態は次の通りである 。 (調査対象O人)

01正直」とは，どんなことだと思いますか。

-うそをつかないこと 。 本当のことを言うこと 。

O普段，正直に行動していますか。

・いつも正直に行動している 。 .時々うそをつくことがある 。

-本当のことを黙っていることがある 。 ・よく， うそをついたりごま

かしたりする 。

0正直に行動しなかったのは，なぜですか 0

・怒られるのが嫌だったから 。 .少しぐらいはいいと思ったから 0

・恥ずかしかったから 。 友達と一緒にうそをついたから 。

0正直に行動したとき，どんな気持ちでしたか。

-すっきりした。 ・本当のことを言ってよかったと思った 0

・言午してもらって， ほっとした。

意識調査の結果と日常の様子から，子供たちは「うそをつくのはよくないこと」

という意識はもっているが，正直に行動できないことも多い。 その理由としては，

「怒られる J 1恥ずかししリなど自分が不利な立場に立たされること，小さいうそ

なら言ってもよいという意識，友達など周囲に流されたことなどが挙げられた。そ
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こで，資料から「自分が不利な立場に立っても JI小さいことでも 」川、つも，すぐ

に」正直に行動する人物の生き方に気付かせ 価値観を高めていきたい。 また，正

直に行動できたときは「すっきりした JIよかった」など 気持ちが明るくなるこ

とを経験している子供も多かった。 そこで 資料の人物の気持ちゃ自分自身を振り

返っての気持ちを出し合わせる活動を取り入れることで 正直に生きることで自分

自身が明るい心で生活できるという快適さに気付かせたい。

( 3 ) 本資料は，第 16代アメリカ合衆国大統領エイブラハム・リンカーンが若い頃に

商庖で働いていたときの出来事が書かれている 。客に釣り銭を少なく渡してしまっ

たことに気付き 寒い日の夜に 2時間歩いて 6セント半(日本円で 6円ほど)のお

金を返しにいったエイブの行動について考えることで 正直に生きることについて

の理解を深め，自分自身のために正直に明るい心で生活しようとする態度を養うの

に適した資料である 。

( 4 ) 指導にあたっては次の点に留意する 。

① 導入

・「もしも誤って家族が育てている花を折ってしまったらどうするか」という設定

で自分がどのように行動するかを想像させることによって ねらいとする価値

における自分の状態を自分で把握できるようにする 。それにより，課顛音識や
|ホ.イント | 

もち，主体的に学習に参加できるようにする 。 じこJ'ι」

② 展開前段

-資料から，エイブが「自分が不利な立場に立つことになっても J I小さいことで

もJIし、つでも，ずっと」正直に行動していることに気付かせ， I正直」という

価値観を高めさせ，それに照らし合わせて自分自身を見つめなおさせることで

実践意欲へとつなげていきたい。

・エイブが正直に行動できる理由を考えて話し合う問題解決的な 学習活動を取り

入れることで，エイブの価値観や生き方に触れ 正直に生きることのすばらし

さを感じ取れるようにする 。

③ 展開後段・終末

・展開前段で学習した価値観に照らし合わせて自分自身を振り返らせることで，

資料と自分をつなぎ，自分との関わりの中で価値に対する考えを深められるよ

うにする。

-正直に行動できたとき，できなかったときの気持ちを振り返らせ，全体で共有

していくことで，正直であるからこそ明るい心で生活できることを理解し，実

践意欲につなげていくようにする 。
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④ 人権教育の視点から

-導入や展開の段階で考えを出し合ったり話し合ったりする活動を取り入れ，多

様な考え方や思いがあることを感じ取らせるとともに 違いを認め合いながら

みんなで学びを深めていこうとする学級集団づくりにつなげていきたい。

3 指導計画

各教科・その他 主な指導内容 体験活動等

事 -道徳【正直・誠実】 -資料を読み，本当のことを正直に

円IJ 資料名「正直五十円分」 伝えることについて考える 。

本 -主題名 正直に明るい心で

時 -資料名 六セント半のおつり

-中心価値 A-2正直，誠実

-学級活動(2 )ワ . iわたしたちの道徳J38'"'-' 40ベー 取り組みシー

事 正直な心で友達や周 ジを読み，友達や周りの人と正直に トの記入・発表

千麦 りの人と生活しよう 明るい心で生活するために取り組

-帰りの会等 みたいことを発表し、実践する 。
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4 本時の学習

( 1 ) ねらい エイブがなぜ正直に行動できるかを考えさせることを通して，正直に明るい心で生活

しようとする態度を育てる。

(2) 展開

l 過程| 学習活動|主な発問と予想される反応

導入 1 1 アンケートの結 11 あなたは，いつも正直に行動す

5分| 果を見る。 11ることができていますか。

指導上の留意点 大評価 |備考

O価値に関する自分たちの実

態を把握させ，価値への方向付

けをする。

-普段，正直に行動していない人も結構 10i正直Jは良いことと思って

多いなあ。 Iも，できないときがあることに

・私も，怒られるのがし、やだから嘘をつ|気付かせ，問題意識をもって学

いたことがあるよ。 習に参加できるようにする。

開

段

分

展

前

W
A

2 資料「六セント

半のおつり」を読

んで話し合う。

( 1 )エイブの行動

のすばらしい点は

何か考える。

( 2) エイブの正直

な生き方について

考える。

(班→全体)

分白

Hの

。

で

る

ま

返

れ

り
こ

振を

qu 
開

段

分

展

後

日

【道徳的節度を育てるための

発問】(ホ.イント)

0前段で高めた偏値観に照ら

し合わせて自分の経験や思

いを娠り返ったり話し合った

りすることで.遭徳的態度を 4 

育てる. ノ

終末 14 学習を振り返

5分|る。

( 1 )感想を伝えあ

っ。
( 2)エイブの言葉

を聞く 。

エイブの行動で，特にすばらし 11 0 i冷たい風Ji夜道Ji片道|挿絵

いのはどんなところでしょう。 IIIOkmJ i2時間J→【自分が

・寒い夜に，往復4時間もかけて歩いて|不利な立場に立っても]

いったところ。 I0 i 6セント半(約 6円)J→ 

・20kmも歩いて返しに行ったところ。|【小さいことでも]

-たった 6円なのに，すぐ返しに行った 10i正直エイブと呼ばれてい

ところ。 Iた」→【し、つでも，ずっと]な

T. 自分だったら，できるかな。 Iどと板書することで，エイブの

正直な行動の特長をとらえや

エイブは，なぜこのように正 11Iすくする。

直に行動できるのでしょう。

学習シ

ート

-正直に行動するのが気持ち良いのだとV 【問題解決的な学習活動】

思う。 ¥可 (ホ・イント)

・相手も正直に行動されたら嬉しいよ。¥ 0エイプが正直に行動できる理

エイブのように正直に行動でき 11 0展開前段の学習内容に照ら

たことや，できなかったことは 11 し合わせながら自分の行動を

ありますか。 11 ふりかえらせることで資料と

・ゲームの約束を守らず怒られると思|自分をつなげて考えさせ，価値

ったが正直に言った。怒られたけど |観の高まりを実感させる。

-きっと，町の人たちはエイブのことを

信頼していると思う。

-信頼関係ができると，ますます正直に

行動したくなるだろう。

言ってよかったと思った。

C. iこれぐらいは，しW、か」と，思って

本当のことを言わなかった。でも， し

ばらくは気持ちが落ち着かなかった。

T. どうすれば， Cさんは本当のことを

言えたのかな。

「正直な人になりたい。」とい

う感想、がありましたね。あなた

たちに，エイブの言葉を贈りま

す。 「もしも君が本当になろう

と決めたのなら，もう成功した

のと同じだよ。」

由を考えて話し合う中で.エイ

ブの価値観や生き方に触れ.自

分の価値観を高め.価値の良さ

を十分感じとれるようにする。

学習シ

ート

0気持ちも振り返らせること

で，正直に生きることの快適さ

を感じとらせる。

古自分を振り返り，正直に生き

たいという意欲をもつことが

できたか。

0感想を伝え合う中で，これか

らの課題や目標をもてるよう

にする。

Oエイブの言葉を聞かせ，正直

に生きたいという意欲を高め

ていきたい。

リンカ

ーンの

写真

言葉を

書いた

紙
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ポイント:物事を多面的・多角的に考える場の設定構造的な板書の工夫

第 5学年組道徳学習指導案

1 主題名

資料名

校時 場所

指導者

自律的で責任ある行動を 【A-l 自主・自律】

「うばわれた自由 J(1私たちの道徳 小学校 5 ・6年」文部科学省)

平成 年 月 日 年 組教室

2 主題について

( 1 ) 自己を高めていくためには，自由な考えや行動が大切である 。 しかし，自由と自

分勝手とは区別される 。 自由には，自分で自律的に判断し行動したことによる自己

責任が伴う 。 自分の自由な意志によって生きながらも，そこには，内から自覚され

た責任感の支えが必要なのである 。

高学年の段階では，自主的に考え，行動しようとする傾向が強まるが， 一方で，

自由の捉え違いをして，自分勝手な振る舞いをしてしまうことも少なくない。 自分

勝手な振る舞いは，周囲に迷惑をかけたり，時には自由を奪ってしまったりするこ

ともある 。 そこで，自由な考えや行動のもつ意味，さらに，それに伴う自分の責任

を踏まえた自律的な行動の大切さに気付かせ，生き方につなげていくような態度を

育てたいと考え，本主題を設定した D

( 2 ) 本学級の子供の実態は次のとおりである 。 (調査対象O人)

① 「自由 」 とは， どんなことだと思いますか。

-他の人に迷惑をかけない いやなことをしないなら何をしてもいい。( 人)

・誰にもじゃまされないこと 。 ( 人)・我慢しないこと 。 ( 人)

・したいことが何でもできる 。 ( 人)・決まりやマナーがないこと 。 ( 人)

② 「自由」にしていること， I自由 J にできたことはどんなことですか。

-休み時間( 人) ・やるべきことが終わった後( 人) ・休日の 10時以降( 人)

③ 「自由にしていいよ」と言われたら，どんなことをしたいですか。

-ゲームをしたり，漫画やテレビを見たり思う存分したし、 0 ・遊ぶ。

-何でも買う 。 ・行きたいところへ行く 。 趣味(読書・絵・料理)をしたい。

意識調査から，自由の捉え方が様々であることがわかる 。 そのため，実際の学級

活動や係り活動等で，みんなの意見を大切にして活動を進める場合と，周囲の状況

を考えない自分本位の考えで進めてしまう場合がある 。 また，自由にしていい場面

で，自由を勘違いして規律を破ってしまうこともある 。そこで，多様な考えを出し

合いながら，集団の関わりの中での自由について考え，他者を思いながら判断して

自律と責任ある行動をしようとする道徳的態度を育てたい。

( 3 ) 本資料は，大きく二つの場面で構成されている 。思いのままに行動することが自

由であると思っているジエラールに 森の番人ガリューがその誤りを諭すが全く聞

き入れず，ガリューを牢に入れてしまう場面白 もう一つは，その後，園内の乱れが

元でジエラール自身が囚われの身となり 改めて自由について考えるという場面で

ある 。 ジエラールの思いや行動を考えることを通して，真の自由とは何か，自由の

大切さと規律ある行動の意義について考えることができる資料である 。
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( 4 ) 指導にあたっては，次の点に留意したい。

① 導入

・自由について子供の既有の価値観を確認するために アンケート結果を提示し，

道徳的価値の方向付けをする 。

② 展開前段

・事前に子供が資料を読んでおくことで，内容把握を高めさせ，中心発問への時間

を十分に確保することができるようにする 。

-資料の感想を交流しながら，王子の考える自由が自分勝手である

ということへ焦点化し，問題意識をもつようにする 。

-自分勝手な行動がもたらす影響について考え，自律的に判断し行動すること，自

由に伴う自己責任の大きさに気付くことができるようにする 。その際，王子と他

者との関わりが見える構造的な板書，発問を工夫し，子供が多様な考え方や感じ

方によって学び合うことができるようにする 。

③ 展開後段

・学習シートの工夫，アンケートの活用，構造的な板書による振り返りにより，

入と展開後段での自己の変容を感じたり これからの課題や目標を見つけたりで

きるようにする 。

④ 終末 |ポイント

・「私たちの道徳、J の言葉を紹介し，道徳的価値に対する思いや考えをまとめる 。

さらに，授業後に「親子道徳」を実施することで，道徳的価値への意識の高まり

と，さらなる実践意欲へとつなげるようにする 。

⑤ 人権教育の視点から

・一人一人の子供が自分の意見を表現できるように べア学習やグループ学習を取

り入れ，互いの思いをしっかりと聞き合い，よさに気付き合えるようにする 。

3 指導計画

各教科・その他 主な指導内容 体験活動等

事 学級活動 自らを律しつつ協調しながら自主的 話合い活動

前 学級レクレーシ に実践していく態度を育てる 。 準備

ョンで心をつなご 活動を振り返り よさや課題を見いだ 学級レクレーション

つ し，自らの向上を目指す態度を育てる 。 振り返り

本 -主題名 自律的で責任ある行動を -中心価値 A- l  自主・自律

時 -資料名 うばわれた自由

事 学級活動 自分たちの生活の問題点について話 話合い活動

後 「自律できる し合ったり，実践したりすることで，自 実践

生活を見直そう」 由における自律的で責任ある行動の大 振り返り

行事「集団宿泊教室J 切さを実感できるようにする 。 集団宿泊教室
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3 これまでの 0今日の学びを通して自由に行動する上 アンケ

自分のことを で大切なことは何だと思いましたか。

見つめ，これか これからの生活にどう生かし，行動し 学習シ

らにつなぐ。 ていきたいですか。
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後

段
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分
自分の主張ばかりしていた。友達の思ド

いを大切にして，自分勝手にしないよ

うにしたい。

から」という視点を提示する。ま

た，事前アンケートと比べたり，

構造的板書に照らしたりして振

り返ることで，自己の変容の実

感，課題や目標を見つけやすくす

る。

大自律性や責任を大切にする

ことについて振り返りがで

きたか。

業 1

4 教師の話を
1

0自由についてのメッセージを紹介しま|。自由な考えや行動の意|私たち

え | 聞く 。 I す。 I 味，大切さが実感できる|の道徳
フコ

0お家の人と話し合ってみましょう。 ようにする。
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五 年 (

う ば わ れ た 自 由

… 0 王 子 が な み だ を 流 し た の は 、 な ぜ だ ろ う 。

場
面

絵

「
牢
屋
で
向
き
合
う

2
人
J

女 自 分 を ゐ、 り 返 自 由 に つ い て 感 じ た こ と 、 考 え た こ と を 書 き ま し ょ う 。

今 日 の 学 び

こ れ ま で

こ れ か ら

… 女 学 習 の ふ り 返 り よ く で き た 。 で き た O も う 少 し ム

① 自 分 の 考 え を 伝 え る こ と は で き ま し た か 。 ( )

② 友 達 の 考 え を 聞 く こ と は で き ま し た か 。 ( )

③ 自 分 自 身 を ふ り 返 る こ と は で き ま し た か 。

( )

④ こ れ か ら 「 0 0 0 し た い 」 と い う 思 い は も て ま し た か 。
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自 由 に つ い て 考 え よ う 。

- し た い こ と は 何 で も し て い い
0

. が ま ん し な く て い い 。
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な み だ を 涜 し た の は 、 な ぜ だ ろ う 。

①
勝

手
な

こ
と

ば
か

り

国
が

乱
れ

る

①
絵 「
側
に
仕
え
る
も
の

J

①
裏

切
ら

れ
た

「 本 当 の 自 由 」 と は ど う す る こ と ?

ポ イ ン ト

王 子 と 周 り と の 関 わ り が 見 え る 板 書

① 資 料 提 示 と と と も に は っ て い く 。

② 活 動 2 の ( 1 ) で 書 く 。

③ 活 動 2 の ( 2 ) で 書 く 。

③ ガ リ ュ l に 悪 い こ と を

し た 。 き ま り を 破 っ た 自

分 が 悪 か っ た 。

① 自 由 を う ば わ れ た

r
v
-
③
 

②
自

由
仲

自
分

勝
手

v
 

リ
ュ
ー
」

①
場

面
絵

「
牢

屋
で

向
き

合
う

王
子

と
ガ

①
絵

「
王
子
」

っ て し ま っ た ん だ 。

自 由 は 自 分 勝 手 と は ち が う 。

・ き ま り を 守 る こ と は 大 切 。

・ 周 り の 人 の め い わ く に な ら な い か 考 え る の が 大 切
0

. 自 分 の 行 動 に は 責 任 を も つ こ と が 大 切 。

じ
2

o
 



ポイント:

思考の可視化協同学習の場の設定議論し共感する場の設定実態調査の工夫

第 6学年O組 道徳学習指導案

平成年月日( )第校時場所年組教室

指導者 0 0  00  

1 主題名 謙虚に，広い心をもって【B-1 1 相互理解・寛容】

資料名「ブランコ乗りとピエロ J (1私たちの道徳 小学校 5 ・6年」文部科学省)

2 主題について

( 1 ) 広がりと深まりのある人間関係を築くために必要な，謙虚な心と広い心を持った

児童を育てようとする内容項目である 。 中学年の「自分の考えや意見を相手に伝え

るとともに，相手のことを理解し，自分と異なる意見も大切にすること J という内

容を受けて，高学年では，謙虚な心で自分とは異なる意見や立場を受けとめ尊重す

ることや，広い心で相手の過ちを許す心情や態度が大切になる 。それは，中学校で

の「それぞれの個性や立場を尊重し いろいろなものの見方や考え方があることを

理解し，寛容の心をもって謙虚に他に学び，自らを高めていくこと 」 という内容へ

と発展する 。

本主題は，自分のものの見方や考え方についての認識が深まる時期から，相手の

ものの見方，考え方との違いをそれまで以上に意識するようになるこの時期の児童

に，意義深い内容と考える 。

( 2 ) 本学級の児童は，相手の気持ちゃ立場を考え，自分と異なる意見も尊重する大切

さについて知識としては知っている 。反面，利害の対立や意見の食い違いがあると，

自己主張が強くなり，相手の考えを受け入れられない面も見られる 。

本主題に関するアンケート調査の結果は 次のようになった (調査対象O人)

[経験調査】

0あなたは，友達と意見が違って困った経験はありますか。

-ある( ) ・ない (

O上のあると答えた人は，どんなことですか D

Oその時，どんなことを思ったり考えたりしましたか。

0あなたは，間違ったことをしたり，失敗したりした人を許したことはありますか。

-ある( ) ・ない( ) 

0上のあると答えた人は どんなことですか。

0その時，どんなことを思ったり考えたりしましたか。

多くの児童が，友達と意見が違うことが原因で，言いあいになったり腹が立ったり

したという経験がある 。また，児童の多くが人を許した経験があり いやなことをさ

れたり 言われたりしたことを許した と書いていた。

自分への利害の有無にかかわらず，広い心で自分と異なる意見や立場を尊重するこ

とで，違いを生かしたより良いものが生まれるといったよさがあることを指導したい。

また，相手の過ちなどに対しても，自分にも同様のことがあることとして，謙虚な

広い心で受け止め，適切に対処できるように指導したい。
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( 3 ) 本資料は，サーカスの舞台裏に生じた、サーカス団のリーダーであるピエロと、

入団したばかりのブランコ乗りの二人の対立に焦点を当て，自分を大切にしながら

も相手を尊重していくには、どのような見方や考え方をすることが大切なのかを考

えることができるように構成されたものである 。特に後半部分では，相手の立場を尊

重し，ブランコ乗りの努力を認めようと心を開いたピエロの広い寛容と謙虚な心の

素晴らしさに気付かせたい。 ピエロの心の動きなどを自分とのかかわりで考えるこ

とで，人に広い心で接して，自分と異なる立場や考えを受け入れることの大切さに

ついて深く考えることのできる資料である 。

( 4 ) 指導にあたっては，次の点に留意する 。

① 導 入

・友達と意見が違って図った経験や，間違ったことをしたり失敗したりした人を許

した経験について振り返り，本時の学習への意欲をもつようにする 。

② 展 開 前 段

・場面絵の掲示を見ながら資料の録音を聞き，状況をつかむよ うにする 。

ポイント「思考の可視化・協同学習の場J

-付筆紙にサム，ピエロ，団員たちの思いを書き，グループで紹介し合うことを通

して，考えを深めたり広げたりする。

ポイント『擁論し共感する場」

-より多くの子どもたちが納得し共感できる考えになるように，グループで考えを

出し合い，さらに全体で話し合うようにする。

③ 展 開 後 段 ・終末

・今日の学習で学んだことについて，これまでの自分やこれからの自分を見つめな

がら，ワークシートに書いて発表するようにする 。

-終末では，わたしたちの道徳 P.80'""81を読み，実践意欲を高める 。

④人権教育の視点から

・一人一人が思いや考えを表現し や す い よ う に 互 い を 認 め 励 ま し 合 う よ う に す る 。

3 指 導計画

各教科等 主な指導内容 体験活動等

学活 運 動 会の各国のテーマに沿っ 応援ボード作り

「運動会を盛り上げ て，児童全員が運動会を盛り上げ

る応援ボードを作ろ るために， どんな応援ボードを作

事 フ」 るか話し合う 。

円IJ 運動 会までの取り組みや，運動 運動会準備

体育・学校行事 会当日の活動の中で，相手の立場 運動会練習

「運動会」 や状況を理解して，謙虚な広い心 委員会活動

で相手に接する 。

本
-主題名 謙虚に，広い心をもって

時
-資料名 「ブランコ乗りとピエロ J (r私たちの道徳 小学校 5 ・6年 J) 

-中心価値 B-1 1 相互理解・寛容
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4 本時の学習

(1)ねらいヒ。エロが自分と異なった意見を受け止め，相手を尊重する心情を考える活動を通して，

謙虚な心を持ち，広い心で自分と異なる意見や立場を大切にしようとする道徳的実践意

欲を高める。

(2)展開

過程 学習活動 主な発問と予想、される反応

導入 1
1 友達と考えや 11 友達と意見が違って困つ

3分| 意見が違ったと 11たことはありますか。

きのことを想起|

する。 I・遊びが決まらずに言いあい

になった

指導上の留意点交評価 備考

0事前アンケート結果を提|アンケー

示し，価値への方向付|ト結果

けをする。

| 周りの人と意見が違って困ったとき，どんな心が大切だろう | 

展開

前段

22分

2 資料「ブランコ
カーテンのすき聞からサ

乗りとピエロ」を
ムを見上げているピエロ

読んで，サム，
は，どんなことを考えま

ヒ。エロ，団員た

ちそれぞれの思
したか。

いを考える。 |・あれほど言ったのに。

-自分ばっかり目立って。

(1)演技を終え疲
演技を終えてひかえ室に

れ果てたサム
戻ったサムや団員たち

や，その姿を
は，どんな思いでしょう 。

見た団員たち

の思いを考え

る。 -サーカスを盛り上げるため，

精一杯の演技をしたのに，

団員たちの態度は何だD

【団員たち】

-団の秩序を乱しゃがってD り

ーダーはピエロだぞ。

(2)ピエロの心の
ピエロが，どのような思

中からサムをに
いで，サムはみんなに話

くむ気持ちが
したのだろう 。

消えたわけを

0サーカス団内のピエロ， 1場面絵

サム，団員たちの立場を

杷握リム枇く思わ|資料の

れていない様子や，各録音

自がどんな思いでサー

カスの芸に臨んでいるか ピエロと

を考えるようにする。 サムのふ

-ピエロ・・・古くからのスタ き出し

一。団員たちのりーダ

サム他国の大町一|付鰍

カス団から招かれ，つい台紙

半年ほど前入団。

-団員たち…(ピエロを慕

う)

ν長考の可視化.協同畔学習のd司?ト¥ 
~ ~味附伽…ポ刷恥いイοωン外ト

Oサム，団員たち'ピエロの思

いを付筆紙にそれぞれ書き，グ

ループで対比しながら，ピエロ

の気持ちの変化を考え，話し合

うようにする。

考える。 1・サーカスを盛り上げるために I~- __/ 
は，自分本位ではだめという L________________________________________________________J
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展開

後段

15分

終末

5分

(3)自分だけがス

ターだという気

持ちを捨てた

二人はどんな

ことを分かつて欲しかったか

ら。

-相手の気持ちを考え尊重す

ることが大事ということを伝え

たかったから。

夜が更けてまで，ピエロ

とサムはどんな話しをし

ていると思いますか。

会話をしてい |・自分中心でごめんな。

3 

るか話し合う。 1・二人の芸を工夫して，新しい

見せ場を作って盛り上げよ

つ白

自分を見つめ

ながら，本時で 今日の授業で学んだこと

学んだことをまと を，これまでの自分やこ

める。 れからの自分を見つめな

がら考えましょう 。

4i私たちの道徳、」
「私たちの道徳」を読み

P.80"-'81を読
ましょう 。

むD
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1 (【議論し共感する場】(ポイント)

1/ 0子どもたちが，本時のねら

ハいにそった考えに共感でき

る よ う に グ ル ー プ で 意 見 を

出し合い，全体で話し合うよ

うにする。

0書く活動により，学びを

整理するようにする口 ート

大広い心で，自分と異なる

意見や立場を尊重する

思いが書けているか。

Oi私的の道徳」を読 |私たちの

み，広い心を持って生 道徳

活していこうとする実践

意欲を高める。



ブ ラ ン コ 乗 り と ピ エ ロ
六 年 ( ) 組 ( 番

名 前 '"ー、、

。 今 日 の 学 習 で 学 ん だ こ と を 書 き ま し ょ う O

O 学 習 の 振 り 返 り

A V F 一、 F - 、「 J J

T し ナ J し f Lょ く で き た O も う 少 し ム

大 自 分 の 思 い や 考 え を 表 現 す る こ と が で き た "，
.-
-_
.，
 

、-〆

交 友 達 の 思 い を 受 け 入 れ 、 考 え る こ と が で き た /
ー

¥

、、
.-

ふ
2

C
J
l
 

、
_
_
.
/



経
験

調
査

ア
ン

ケ
ー

ト

結
果

の
表

ま わ り の 人 と 意 一 見 が 遣 っ て 困 っ た と き 、 ど ん な 心 が 大 切 だ ろ う

ブ ラ ン コ 乗 り と ピ エ ロ

O カ ー テ ン の す き 間 か ら サ ム を 見 上 げ て い る ピ エ ロ

カ
ー

テ
ン

の
す

き

聞
か

ら
サ

ム
を

見

上
げ

て
い

る
ピ

エ

あ れ ほ ど 言 っ た の に 。

自 分 ば っ か り 目 立 っ て 。

く や し い な あ 。

お 前 が ス タ ー じ ゃ な い ん だ ぞ 。

ロ
の
絵

O 演 技 を 終 え た ひ か え 室 の サ ム

ひ
か

え
室

の
サ

ム
の

絵

部
屋

の
か

た
す

み
の

ピ
エ

ロ
の

絵

サ ー カ ス を 盛 り 上 げ る た

め 、 精 一 杯 の 演 技 を し た

ぞ 。
演 技 に は 自 信 が あ る ん

だ 。
サ ー カ ス を 盛 り 上 げ る

ぞ 。

O ひ か え 室 の 団 員 た ち

団 の 秩 序 を 乱 し ゃ が っ

て 。
リ ー ダ ー は ピ エ ロ だ ぞ 。

思 い で 、 サ ム と み ん な に 話 し 始 め た の だ ろ う 。

サ ム は 自 分 勝 手 だ が 、

ひ
か

え
室

の
団

員
た

ち
の

絵

お れ は 自 分 の 考 え に こ だ わ っ て い た 。

疲 れ 果 て る ほ ど が ん ば っ た ん だ な 。

サ ム を 見 て 、 サ ー カ ス を 盛 り 上 げ る た め に は 、 自 分 本 位 で

サ ム と 力 を 合 わ せ た い 。

は だ め だ と わ か つ て 欲 し い 。

O 夜 ふ け ま で 話 し こ む サ ム と ピ エ ロ

自 分 中 心 で ご め ん な 。

二 人 の 芸 を 工 夫 し て 、

新 し い 見 せ 場 を 作 っ

て 盛 り 上 げ よ う 。

心コ σ
コ



実態調査の工夫

【経験調査】

0あなたは，友達と意見が違って困った経験はありますか。

-ある( ) ・ない(

O上のあると答えた人は，どんなことですか。

0その時，どんなことを思ったり考えたりしましたか D

0あなたは，間違ったことをしたり失敗したりした人を許したことはありますか。

-ある( ) ・ない( ) 

0上のあると答えた人は，どんなことですか。

0その時，どんなことを思ったり考えたりしましたか。

【意識調査}

運動会のクラス対抗リレーで，あなたのクラスは 1位でゴールになりそうでしたが，ア

ンカーの友達がバトンを落としてしまって 1位になれませんでした。何人かの友達が文

句を言っています。

①そんな時，あなたはどうしますか。

②それはなぜですか(どんな気持ちがあるからですか)

※自由記述にし，結果をまとめ下のマトリックス表に人数を記入する 。(表の文言は例)

~ その理由 |文句を言っ|せっかく勝 |アンカーの |失敗はゆる
~ '-一一一~.--. I後で先生に| | | | 

¥¥  | |ても勝てる|っていたの |友達が喜ん |してあげた
一、、~ しかられる I-~ ，./~ _ ~ - I . -~ ， ~ ~~ I ---:-'，--=' - I 
どうする¥¥ | |わけではな|に負けて腹 |でくれるか |し、から
} ノ/ ~ ~ Iと損だから I_._.， ~_ .--~ I'，~"'-，" / _": ~_ ' .，-~ .. 

¥"--I ~ ....， ，-•. ~ Iし、から |が立つから |ら

文句 を 言 わ れて

かわい そう だな

あと思う

みん な と い っし

ょに文句を言う

と思う

バト ン を 落 とし

た友達をなぐさ

めると思う

仕方が ない から

何も言わないと

思フ
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ポイント:問題解決的な学習を取り入れた授業の展開

第 1学年組道徳学習指導案

平成年月日( )第校時 場所 1年組教 室

指導者 0 0  0 0  

1 主題名 家族の粋を深める 【 C-14 家族愛，家庭生活の充実

資料名 「一冊のノート J (1私たちの道徳 中学校」文部科学省)

2 主題について

( 1 ) 人間は，過去から受け継がれてきた生命の流れの中で生きている 。今ここに自分

が在るのは，祖父母から父母へ，そして自分へと，生命がかけがえのない深い愛情

によって代々育まれてきたからに他ならない。家族とは愛情で結ばれた共同体であ

り，人とのつながりの出発点である。

しかし，今日，家庭を取り巻く状況は様々であり，その姿は一様でない。また，

中学生の時期は，自我意識が強くなり，自分の判断や意志で生きていこうとする意

欲が高まってくる。そのため，父母や祖父母のちょっとした忠告や叱責が，あたか

も自分のすべてを否定するかのように思えて，反抗的となることもある 。

そこで，指導に当たっては，まず，父母や祖父母を敬愛する心情をより一層深め

たい。そして，家族関係、を家族のそれぞれの立場になって考えられるよう，多面的・

多角的に捉えることができるような判断力を育てたい。さらに 自分と家族との関

わりが人聞としての生き方の基礎であることを理解し，家族の一員としての自覚を

もって充実した家庭生活を築こうとする態度を育てたい。

( 2 ) 家族の形態や意識調査による生徒の実態は次のとおりである 。 (調査対象O人)

家族は好きですか。 -はい (0人)・普通 (0人)・いいえ (0人)

家族といる時間は楽しいですか。 -はい (0人)・普通 (0人)・いいえ (0人)

家族を大切にしていますか D -はい (0人)・普通 (0人)・いいえ (0人)

家族の一員として何かをがんばっ -はい (0人)・時々 (0人)・いいえ (0人)

ていますか。

家族について思い浮かぶ言葉は何 *自由記述

ですか。

本学級の生徒は，核家族 (0人)三世代家族 (0人)で核家族世帯が多く，祖父

母と同居している家族は少ない。

また，上記の結果のとおり，家族に好意的な生徒は約 O割で，残りはあまり好意

を感じていない。 中学生という反抗的な時期も影響しているものと思われるが，自

由記述からは，心のなかでは親に対して感謝の念を抱いている生徒が多いことがう

かがえる 。
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( 3 ) 本資料は，病気(文面から認知症と思われる)を患う祖母とそれを支える家族の

日常を描いたものである 。

主人公の僕と弟は これまで身の周りのことをさんざん祖母に頼ってきた。 しか

し，祖母が病気を患ったことで予期せぬトラブルが多くなり，兄弟で祖母に強くあ

たることも日常的となった。祖母は悲しい表情をしたり，時には怒りをあらわにし

たりすることもあった。僕は我慢できずに父親に相談したが，病気なのでどうにも

ならないことを知らされた。その後，さらにトラブルは増え続けた。

そんなある日，僕は一冊のノートを見つけた D そこには，祖母のもどかしさや不

安などが切々と書き込まれていた。僕や弟の面倒を見るためにも老け込むわけには

いかないとも書かれていた。文字はページをめくるごとに乱れていき，最後の空白

のページには ぽつんとにじんだインクの跡だけがあった。僕はいたたまれなくな

って外に出た。庭の片隅で草取りをしていた祖母を見ると，横に並んで草取りを始

めた。祖母に声をかけると，祖母はにっこりとうなずいた。

本資料は，一冊のノートに目を通した僕の祖母に対する思いの変化を考えること

によって，家族の大切さに気付き，家族の一員としての自覚を深めることができる

とともに，家族の粋や家族はかけがえのないものであることを再認識することがで

きる資料である 。

( 4 ) 指導にあたっては次の点に留意したい。

① 導入

-家族に対する生徒の意識調査の結果を一覧表にして提示し，学級としての全体的な

傾向を示す。

・「家族とのよりよいくらし方」について考える課題意識を持たせる 。

② 展開前段

ぜ竺題を捉える

・学習活動(1 )では，資料の道徳的問題に気付かせ，取り扱う問題を設定する 。問

題点を自由に発表させていく中から，祖母は病気で仕方ないにもかかわらず，僕が

祖母に冷たい点や全く理解しようとしていない点を取り上げる 。

ザ竺 題を探究する|

-学習活動(2 )では先ず 一冊のノートに込められた祖母の苦悩や不安，家族への

感謝の気持ちゃ孫を大切に思う優しい愛情をつかませる 。その後，僕はノートを読

むまでなぜ祖母の優しさに気付けなかったのか，僕に足りなかったものを考えさせ

る。 自分のことしか考えず 祖母のことを全く考えようとしなかったところに原因

があったことをおさえる 。

ぜ竺題を解決する|

・学習活動(3 )の中心発問では 僕はこれからどのような態度で祖母と接すればよ

いか，また，それはどのような心情からか，を考えさせる 。まず学習シートに個人

の考えを記入させ，その後，班で話し合わせる 。話合いでは，多様な考えの中から
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よりよいものを追究させる 。全体の話合いでは，なぜそのような態度で接するのか，

態度の裏にある心情を十分に語らせ，家族愛がより深まるような展開を心がける 。

③ 展開後段

-主人公と同じような状態になっていないか，家族一人一人に対する自分の態度を振

り返らせる 。 自分の良くなかったところ，足りなかったところなどを追究させ，こ

れからどのような態度で接していったらよいかを考えさせる 。

・生徒の中から数名発表させて，生徒の言葉を借りて，家族の粋やかけがえのなさ，

家族のためにがんばろうとする態度の大切さなどをおさえる 。

④ 終末の段階

私たちの道徳の P 1 8 0の詩「家族の 一員としての自覚を」を範読し，最後に教師

の思いを一言添える 。

⑤ 人権尊重の視点から

-多様な家族構成や家庭状況があることを踏まえ，一人一人の生徒の実態を把握し十

分な配慮、を欠かさないようにする 。

-自分の考えを学習シートに記入したり，みんなの前で発言したりするときに，班や

学級において 友達の意見を受け入れる風土づくりに普段から取り組んでおく 。

-教師は生徒のつぶやきにも耳を傾け，生徒一人一人の存在や価値観を認め，よりよ

い生き方を目ざし 全員が一体となって学習に取り組む姿勢を大切にしたい。

3 指導計画

各教科・その他

0社会「日本列島の

誕生と縄文文化」

主な指導内容

・縄文人のくらしを通して，今も昔も人々

の家族を思う気持ちは変わらず，家族愛

は不変であることを理解する 。

;|0家庭科「家庭と家|家同一問機能山家庭

族関係 J I や家族の大切さについて考える 。

-家族の一員として，中学生の自分にでき

ることを考える 0

・家族との関わりやこれからの家庭生活，

家族関係をよりよくする方法を考える 。

-主題名 家族の粋を深める

体験活動等

教育キャンプ

*電気もガスもな

ない状況で仲間

と自炊するキャ

ンプ生活を体験

して，親や家庭

生活のありがた

さを再認識す

る。

:1 資料名 「一冊のノート」 出典「中学校 私たちの道徳」文部科学省

-中心価値 C-14 家族愛，家庭生活の充実

事 1

0国語「大人になれ

| なかった弟たち
後

に」

-戦争という特殊な状況下ではあるが，兄が弟を思う気持ちゃ

家族を必死に守ろうとする母の思いは，いつの時代も不変で

あることを理解する 。
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4 本時の学習

( 1 )ねらい 一冊のノートを目にした主人公の祖母に対する思いの変化を通して，家族の粋や家族

はかけがえのないものであると気付き，充実した家庭生活を築こうとする実践意欲と態度を育てる。

( 2 )展開

程
一
入
分

過
一
導

5

開

段

分

展

前

叩

学習活動 主な発問と予想、される反応 指導上の注意点

。アンケート結果より学級の傾

向を把握させ，家族とのよ り

よいくらし方について考えよ

うとする意欲を高める。

2 資料を読んで話 1I斗 斗 I 10教師が範読する。
1 1道徳的問題を捉える | 

し合う 。 ILニケ | 
'¥../ 

( 1 )資料の道徳的 11 ‘ 110ノートを読むまでは，病気でI 1 資料を読んで，どこに問 11 
問題に気付き，課 11題があると思いましたか 1 1 仕方ないにもかかわらず，祖

題を設定する。 ...________  ---l 1 母の言動に腹を立て，とても

1 学習課題を知

る。

( 2 )僕に足りなか

っ たものを考え

る。

( 3 )僕はこれから

どのような態度で

祖母と接すればい

いかを考える。

個人

班

一 斉

自分にとって，家族とは|

どんなものだろう 。 I

-祖母に冷たいところ。

-祖母を理解しようとしてい

ないところ。

四ザ題を探究する|

僕はなぜ，ノートを読む 110ノートから，祖母の孫への愛

まで祖母の優しさに気付け 11 情をつかませる。

なかったのだろう 。 110自分のことしか考えていなか

・自分のことしか考えていなか| った点をおさえる。

ったから 0

・祖母に対する思いやりがなか

ったから。

主雪明題を解決する | 

僕はこれから，おばあち

ゃんにどのような態度(行

動)で接すればいいでしょ

う。また，それはどんな心

情からですか。

・手伝う 。感謝の気持ちを行動

で示したし、から 0

・優しく声をかける。いつも笑

顔でいてほしし 1から。

冷たく接していた点が問題で

あることをおさえる。

備考

ケ

結
ン

ト

ア

一

果

0学習シートに記入後，班で話|学習シ

し合わせる。話合いでは，多|ート

様な考えの中からよりよいも

のを追求させる。

O全体の話合いでは，なぜその

ような態度で接するのか，態

度の裏にある心情を十分に語

らせ，家族愛がより深まるよ

うに留意する。

3 これまでの自分 0主人公と同じ状態になってい

展開 やこれからの自分 家族に対するこれまでの なし 1か振り返らせ，これから

後段 を見つめる。 態度を振り返り，これから どのような態度で接していっ

10分 の態度を考えよう 。 たらよし、かを考えさせる。

4 i私たちの道徳」 Oi私たちの道徳JP 180の詩を，

の詩を読む。 1:家族ぺとし吋覚
気持ちを込めて範読し，最後

5分 を」を読みます。 に教師の思いを一言添える。

学習シ

一 ト

私達の

道徳

41 



道徳学習シート No. ( 

資料名「一冊のノートJ

1年( )組( )号 名前(

僕はこれから、おばあちゃんにどのような態度(行動)で接すればいい

でしょう。また、それはどんな心情からですか。

《態度》

《心情》

。家族に対するこれまでの態度(行動)を振り返り，家族とのより

よいくらし方について考えよう。
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0
板

書
の

例

一 冊 の ノ I ト

家
族

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
一 冊 の ノ l ト

祖 母 の 孫 へ の 愛 情 が い っ ぱ い

O な ぜ 、 僕 は 気 付 け な か っ た の か ?

. 自 分 の こ と し か 考 え て い な か っ た

. 祖 母 に 対 す る 思 い や り が な か っ た

僕 は こ れ か ら 、 お ば あ ち ゃ ん に ど の よ う な

態 度 ( 行 動 ) で 接 す れ ば い い で し ょ う 。

ま た 、 そ れ は ど ん な 心 情 か ら で す か 。

態 度
・ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

心 情
・ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

~
 

b
コ



1 主題名

資料名

ポイント:考え，議論する場の設定 心情の変化の可視化

第 1学年組道徳学習指導案

平成年月 日( )第校時 場所年組教室

指導者 00 00 

法やきまりの大切さについて考える【 C-10遵法精神】

「二通の手紙JU中学校 私たちの道徳」文部科学省)

2 主題について

( 1 ) 法やきまりは，社会に秩序を与え，摩擦を最小限にするために，人間の知恵が生

み出したものである。社会の秩序と規律を守ることによって，個人の自由が保障さ

れるのであって，自分の欲望のままに生活することを制限するものとして法を捉え，

仕方なく法に従うのは，進んで守るということではない。一方で，生徒は法やきま

りによって保障される個人の権利は強く主張するものの，自分の果たすべき義務を

果たそうとしない場面も少なくない。

また，実生活の中でも自分に都合よく解釈したり，相手によかれと思ってやった

りしたことでも，結果的に法やきまりを破ってしまい，社会の秩序や安全に影響を

与えてしまうこともよく見られる。

中学生の時期に，秩序と規律ある社会を実現するためには法やきまりを遵守して

自らの義務を果たさなければならないのだと理解させることは，望ましい生活態度

を育てていく上で重要である。

( 2 ) 1年生の段階では，法やきまりについて「ルールだから守る」と他律的に捉えて

いる生徒も多い。

また，法やきまりが自分たちを拘束すると感じている面もある一方で，他者のル

ール違反や不当な権利主張などには批判的な態度を示すこともある。 目の前の相手

の心情に思いを巡らせ，社会の秩序と規律を自ら高めていこうとする意欲や態度を

育てる必要がある。

事前アンケートの結果は以下のとおりである。 (0月O日実施， n=OO) 

①社会や学校にきまりは必要だと思いますか。はいO人，いいえム人

②きまりを破ったことがありますか。 はいO人，いいえム人

③きまりを守らないといけないのはなぜだと思いますか D

-罰則があるから。 ・周りの人に迷惑をかけるから 0

.みんなが幸せに生活できるから。

( 3 ) 本資料は，主人公(元さん)の行動について，全く違う視点から書かれた二通の

手紙をもとに葛藤させる読み物である。元さんが，規則を知っていながら幼い姉弟

に同情し，入園させたことから大騒ぎになってしまい，その結果，懲戒処分を受け

てしまう 。きまりに反して入園させてしまう元さんの行動は 心情的に十分共感で

きるものであり，懲戒処分に対する疑問や反発の気持ちも湧いてくる。 しかし，職

員としての判断を問う場面は，生徒にとってモラルジレンマを引き起こすものであ

ると考える。法やきまりの意義について深く考えることのできる資料である 。

44 



( 4 ) 指導にあたっては 次の点に留意する 。

①導入の段階

導入資料を用いて，身近に多くのきまりがあることを意識付けたい。

意義について学習前段階での自分の認識を記録させておき，

ようにしておきたい。

②展開前段の段階

・資料を区切って読ませることにより 「自分だったらどうするか」

決的な学習を心掛けたい。

-佐々木さんが入園させない決心をしたことについて話し合わせることで，自分

の考えの深化・変化を意識させたい。

③展開後段の段階

・再度，導入と同じ発問をすることで，法やきまりを守ることについての考えの

変化や整理をさせたい。

④終末の段階

・なかなか守れなかったり つい破りそうになったりする身近な例について生徒

それぞれに考えさせ これから守っていきたい理由も含めて具体的に宣言させ

たい。そのことによって 道徳的実践意欲を高めたい。

・その際，学習前の自分や学習途中の自分の考えの変化についても意識させたい。

そして，きまりを守ることが秩序と規律のある社会の実現につながることを確

認させたい。

⑤人権尊重の視点から

・グループでの話し合い場面も取り入れ，一人一人の意見を尊重して， 互いに認

め合う学習を展開したい。また，他者の発言から得られた新たな考えや変化し

た自分の考えを色ベンで記入する場を設定することで，自信を持ってワークシ

ートに記入できる雰囲気を大切にしたい。

⑥ワークシートの記入について

・ワークシート記入にあたっては，消しゴムを使わず，

き加えることで，心情の変化が見えるようにする。

3 指導計画

各教科・その他 主な指導内容 体験活動等

事
学活 -情報機器の使用について，生徒 生徒集会

「情報機器について00 会を中心として生徒自らでルー
円リ

中ルール」 ルを作成する。

本
-主題名 法やきまりの大切さについて考える

-資料名 「二通の手紙J (i中学校 私たちの道徳」文部科学省)
時

-中心価値 c -(10) 遵法精神

事
学活 -きまりについて自分がどう行動 チェツクシート

il年生のまとめと 2年生 しているか振り返らせる 。
後

への抱負J
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4 本時の学習

( 1 ) ねらい 登場人物それぞれの判断理由を考える活動を通して，法やきまりの意義を理解し，

秩序と規律のある社会を実現しようとする道徳的実践意欲を育てる。
( 2 ) 展開

主な発聞と予想、される反応 |指導上の留意点 大評価|備考

110 r私たちの道徳JP. 135をIp.135
/レールやきまりは何のためにある 11 見ていろいろなきま りが

のでしょうか。 11 あることを確認させる。

10法やきまりの意義につい|アンケート

・皆が安心して暮らすため。 1 て，学習前段階での自分|結果を

・事件・事故を防ぐため。 1 たちの認識を押さえさせ|活用す

・生活していくのに必要だから。 1 る。 1る。

11 OP. 140-P. 142， 4行目でい Ip.140
自分が元さんだったら，入園させ 11 ったん切る。 1
ますか，させませんか。その理由 11~ _; ~ ~ ~~ -;':_ 1 ~ ~ L ~， ' ~ I 
は何ですか。 110入園させる方とさせない IP.142，

11 方の両方について，判断 11.4 

くさせる> 1 の理由付けをさせながら

-姉弟の気持ちを大切にした。 1 それぞれ考えさせる。

-特別な日だった。 10周囲と意見を交わさせる

・元さんの家庭状況が結びついた。 1 中で新たな価値に気付か

くさせなし¥> 1 せる。

-危険だ0

・きまりは守るべき。 1交両方の立場とその根拠を

・特別な日だからこそ事故にあった| 述べることができたか。

らいけない。

11母親仙の手吋んで;叶1

0母親からの手紙の開 liω| でを読ませ，子供の考え 11.5 はどのように思いましたカ I ~ ~~ ~~ ~ ~ ， J 17'¥ v / --:1 ^- I 
| を揺さぶる。 1

・一生の思い出になったので，入れ 1 Ip.143 
てよかった。

・母親から感謝されてうれしい。

(3)最後まで読み，き 111J+-.... --!--~ ) 14-^ ~ ~ _.1.l--1-，. 1 ，.'rh .' _ -t-. 111 0まず，自分の考えをワー IP.144
111佐々木さんは入園させない決心を 111

まりを守る意義ド ||l ll クシートに書かせた後，
~ 111しているがどうしてでしょうか。 111ついて再度考えさ 1I1-_. ~.- ~ -' ----~ -' .-u 11 班で話し合わせる。

せる。 1・他の職員にも迷惑をかけたから。 10周囲と意見を交わす中で|ワーク

・ほかの入園者に対して不公平にな| 自分の考えに変化があっ|シート

るから。 1 たり新しい価値が加わっ

・万が一のことが起きないように入| たりしたら青ペンで記入|青ベン

園者を守る義務があるから。 1 させる。

・自ら職を辞した元さんの思いを十 10入国させるか否か再度問

分に理解したから。 1 い，その理由を尋ねる。

展開 13 資料を通して学ん ，_ _. 10導入で同じ発問をしたと
後段| だことをもとに，自 11ルールやきまりは何のためにある l きよりも，考えが深まる

分を見つめる。 11のでしょうか。 U ように促す。

10分 1 1 10どんな理由があろうとも
-多くの人が安心して暮らすため。 1 きまりは守らなければな

・その場の感情に流されて，問題を| らないことを押さえる。

起こさないようにするため。

過程|学習活動

導入 11 きまりやルールは

5分| 何のためにあるの

か考える。

展開 1 2 r二通の手紙」を読

前段| んで話し合う。

(1)元さんの判断につ

25分| いて考える。

(2)母親からの手紙の

場面まで読んで，

考えさせる。

守
を

会
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々
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り
切

ま
大

き
の
る

や
と
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認
る
確
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末

分
終
。

IIOi私たちの道徳」のP.146IP.146 
ノレールやきまりについて，この学 11 を見て，法やきまりの

習で考えたこと，感じたことをま 11 意義を確認させる。

とめてみましょう。

-守ることで自分や社会の成長につ

ながるきまりもある。

・ルールやきまりには必ず理由があ

るので，勝手な解釈で破ったりし

ない。

-最悪の事態を想定しているきまり

もあるので，自分や周囲の人たち

のためにも守ろうと思った。
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0ワークシートに記入さ

せる。

大きまりを守ろうとする

具体的な決意を述べる

ことができたか。



ニ通ω手紙

1年 '1 号 氏 名

1 .自分が元さんだったら，入園させますか，させませんか。その理由は何
ですか。

入園させる

入国させない

2. 佐々木さんは入園させない決心をしているが どうしてでしょうか。

3. ルールやきまりについて，この学習で考えたこと，感じたことをまとめ
てみましょう。
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ニ 通 ぬ 手 紙

ル ー ル や き ま り は 何 の た め に あ る の で し ょ う か 。

M e d  

一 ( 展 開 後 段 「 何 の だ め に あ る の で し ょ う 一

一 か 。 」 の た め に 空 け て お く 。 〉 一

ア ン ケ ー ト 結 果 を 掲 示 す る 。

2 . 自 分 が 元 さ ん だ っ た ら 、 入 園 さ せ ま す か 。 そ の 理 由 は ?
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3 . 母 か ら の 手 紙 を 読 ん で 、 あ な た は ど の よ う に 思 い ま し た か 。

4 . 佐 々 木 さ ん は 入 園 さ せ な い 決 心 を し て い る が 、

O 他 の 職 員 に も 迷 惑 を か け た か ら 。

O ほ か の 入 園 者 に 対 し て 不 公 平 に な る か ら 。

O 万 が 一 の こ と が 起 き な い よ う に 入 園 者 を 守 る 義 務 が あ る か ら 。

O 自 ら 職 を 辞 し た 元 さ ん の 思 い を 十 分 に 理 解 し た か ら 。

5 . 学 ん だ こ と を ま と め ま し ょ う 。

も
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M 四 四 四 回 目 別

O 一 生 の 思 い 出 に な っ た の で 、 入 れ て よ か っ た 。

O 母 親 か ら 感 謝 さ れ て う れ し い 。

ど う し て で し ょ う か 。

中 C
幻



道徳?ンケート

1年 '1 号氏名

1 .社会や学校にきまりは必要だと思いますか。

必要である ・ 必要ではない

〈理由〉

2. きまりを破ったことはありますか。

理由

3. きまりを守らないといけないのはなぜだと思いますか。
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1 

ポイント:いじめを乗り越える仲間作りのための指導計画

考え，議論する授業展開

主題名

資料名

第 2学年O組 道徳学習指導案

平成O年O月O日 (0) 第O校時場所O年O組教室

指導者 0000 

いじめを許さぬ心【c-1 1 公正・公平・社会正義】

「卒業文集最後の二行J (r中学校 私たちの道徳、」文部科学省)

2 主題について

( 1 ) 思春期を迎えたころの中学生は自己中心的な考え方や偏った見方をしてしまい

他者に対して不公平な態度をとる場合がある 。また，周囲で不公平があっても，多

数の意見に同調したり 傍観したりするだけで 制止することができないこともあ

る。そうした自分の弱さに向き合い 同調圧力に流されないで必要に応じ自分の意

思を強く持ったり，学校や関係機関に助けを求めたりすることに跨陪しないなど，

いじめを許さない道徳的心情を学ぶことが大切である 。

( 2 ) 本主題・資料に関する実態は以下のとおりである 。 (調査対象O人)

① いじめとはどういうものだと思いますか。

人間としてやってはいけないこと 自分より下を見つけようとして強がること

差別 無 視 孤 立 さ せ る 暴力 暴言 人の体や心を傷つける行為

② いじめがおきた場合，あなたは今までどのような行動をとりましたか。

-先生に相談したO人 ・やめさせたO人 ・相談にのった O人

・何もしなかった O人 ・見てみぬふりをした O人

③ どうしてその行動をとりましたか。

-悪化しないように

.勇気がなかった

-とてもつらそうだったから

.まきこまれたくなかった

以上のことから，生徒たちは，いじめとはどういうものか理解している 。しかし，

実際には解決のための行動をとれた生徒が少ないことがわかった。

( 3 ) 本資料は，いじめの加害者の心情に沿った授業ができるという点に特徴がある 。

3 0年あまり前小学生だった筆者が同級生の T 子さんをいじめたことを振り返り，

自分を責めながら生きてきたことを語っている 。また，そのいじめがし、かに不条理

で悪質なものかが分かりやすく描かれ，小学生であった筆者の川、じめる側の理論」

が見えてくる 。 この資料を通して生徒たちは，いじめの残酷さ，非情さを感じると

同時に，いじめを行う人間の心の弱さにも気付くだろう 。 さらに，いじめられた T

子さんの苦しみに対して，強く共感できると思われる 。

( 4 ) 指導にあたっては，次の 5点に留意する 。

① 導入の段階

・いじめとはどういうものかそれぞれの考えを出させ，本時の学習への意識付け

を行い，真剣に学習に取り組む気持ちをもたせる 。

② 展開前段の段階

・T子さんをいじめる筆者の思いを想像し，このような考えがいじめを助長する
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ことを押さえる 0

・卒業文集を読んだ筆者の気付きから 価値の追求を図る 。

-学級の中でいじめがあったらどのような行動がとれるのか，

ことで自分の考えをはっきりさせる D

-他の友達の意見と自分の考えを比べ，議論しながら考えを深めていく 。

-不安がなくなるクラスとはどのようなクラスなのか，みんなで気持ちを出し合

つ白

③ 展開後段の段階

・展開前段で考えたことや友達の意見をふまえて，今後自分がどのように行動し

ていこうと思うのか じっくり自分と向き合わせる 。

④ 終末の段階

・新聞記事を読み いじめは他人事ではなく やはりいじめは許されない事であ

るということを押さえる 。

⑤ 人権教育の視点から

-友達の意見をしっかりと聞けた 自分の意見をしっかりと聞いてもらったとい

う実感を大切にする 。そのために共感的に聞き合う態度を自分や班・クラス全

体がとれるように意識させる
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4 本時の学習

( 1 )ねらい 0筆者の後悔を通して，いじめの悲惨さ，愚かさに気付き，いじめの場

面で自分は行動できるのか自分を見つめることから，いじめを許さな

し、心を培う 。

( 2 )展開

過程 学習活動

導入 1 アンケー

5分 トの結果を

知り，学習の

めあてをつ

かむ。

主な発問と予想される反応

|川か。 めとはどういうものです

-悪口(罵声・ののしり)

-仲間はずれ・暴力・嫌がらせ

指導上の留意点女評価|備考

Oいじめについて学習|ア ンケ

す る こ と を 知 ら せ | ート表

る。

0自分たちが考える，

いじめについての認

識をアンケートから

|学習のめあて:いじめは許されるか
干する

展開 2 資料「卒業

前段 文集最後の

2 0 二行」を読ん

分 で話し合う 口

(1)筆者の思い

(2)筆者の後悔

筆者が、 T子さんにひどい仕
打ちをし続けたのは、なぜだ
と思いますか。

-自分の心 の 気 分 を 晴 ら す た

め。

-おもしろいから 。

-友達と盛り上がれておもしろ

し、。

卒業文集最後の二行から筆者

は，何に気付いたと思います

か口

-自分の行為が，こんなにも人

を苦しめていたんだ。

-何と恥ずかしい，愚かなこと

0筆 者 の 思 い を 想 像 す

ることで，誰でもい

じめる側に立ってし

まう心境をつかませ

る。

0このような考えが，

いじめを助長するこ

とを押さえる 。

0筆者の気付きから，

価値の追求を図る 。

O自分の行為が，人を

苦しめ，悲しませて

いるということ，絶

対 に し て は い け な い

行為であることを押

をしていたのだろう 。 I さえる 0

・いじめをうけた T子さんの心 IOT子さんの苦しみを

の痛みや苦しみに気付かなか| 感じ取らせながら，

った。

-人の痛みも分からず，思いや

る心が足りなかったのだ。

いじめをはやし立て

た り ， 傍 観 し た り す

る行為もいじめる行

為と同様に許されな

い行為であることを

自覚させる 。
-・・・・・・・・」ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー‘ーーーー---ーーー ーー ーーーーーーーーー ーーー ーーーーーーーー ーーーーーー一一ー ーーーーー 』 ーーーーーーーーーーー ーー ーーーーー--・・・・・・・・.
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(3)主人公に自

分を 置き換

えて考える 。

1110ネームプレートを心|ネー学級の中で いじめがあった 111U -1' - .P../ V - l' '<!_ 'L' 1 

とき，あなたは止めることが 111 情直線上に貼らせ， Iム プ
できますか o 111 

UI 今の自分やクラスの|レー

A できる | 状況を可視化する 。 1 ト

B できない/、、、一 10いじめが許させなし、|学 習

と分かつてはいて|シー

ポイント【考え議論する場】

0自分の立場をはっきりさせ，自分

だったらどうするかという考え

を持ち，話し合いに参加させる。

0理由付けをおこない，いじめに対

する自分の考えをはっきりさせ

る。

も，すぐに行動でき|ト

ないのはなぜか，自

分と向き合わせる 。

0行動できないのはな

ぜか，どんなクラス

だと行動できるのか

話し合う 。

展開 1 3 学 習 の ま
今日の学習で学んだことは

なんですか。また，今までい

じめに対して自分はどうだ

ったかを見つめて書きまし

0傍観している自分も|学 習

いじめていることに|シ一

気付き，いじめを防|ト

後段! とめと振り

201 返りを行う 。

分

終末 14 新聞記事

5分| を読み，いじ

めの悲惨さ

を訴える 。

よフ 。

最近起こったいじめについて

の新聞報道を読みます。

53 

ぐためにどのように

すればよいか， 一人

一人にしっかり考え

させる 。

0互いの意見を交流

し，楽しいクラス，

思いやりのあるクラ

スをめざせるように

したい。

大自分のこととして考

え，自分を見つめる

ことができたか。

0いじめによる自殺や|新聞

暴行の事件が起きてお|記 事

り，決して他人事では

ないことを伝える 。



る
ー
さ

A

で

B
な

l

きで

。 ワークシート

卒業文集最後ぬニ行 年 組 氏 名 (

1 学級の中でいじめがあったとき，あなたは止めることができますか。

下の I~\情直線にO をつけ，理由を書きましょう。

2 今日の学習で学んだことは何ですか。

また，今までいじめに対して自分はどうだったかを見つめて書きましょう。
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- 悪 口
と は

- 仲 間 は ず れ - 暴 力

い じ め は 許 さ れ る の か

卒 業 文 集 最 後 の 二 行

O 気 分 を 晴 ら す た め 。

O お も し ろ い 。

O 盛 り 上 が る 。

気 付 い た こ と

- 無 視

O 自 分 の 行 為 が こ ん な に も 人 を 苦

し め て い た 。

O 許 さ れ る も の で は な い 。

O 取 り 返 し が つ か な い 。
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ポイント:初発の感想の疑問から学習課題を設定した主体的な学習の展開

第 2学年組 道徳学習指導案

平成年月日( )第校時 場所年組教 室

指導者0 0 00  

1 主題名 自分の弱さと向き合う 【D-2 2 よりよく生きる喜び】

資料名「二人の弟子J (i私たちの道徳 中学校」文部科学省)

2 主題について

( 1 ) 人間は決して完全なものではない D ありのままの人聞は弱さや醜さを持っている

が，それを乗り越えていこうとする強さや気高さも併せもっている 。様々な誘惑に

負け，易きに流れることがあるが，良心の責めと闘いながら，強く，気高く生きよ

うとするのも人間である 。私たちは，己の弱さや醜さと向き合い，それを乗り越え

ようとするとき，人聞としての誇りや深い人間愛を育み 人間として生きることに

深い喜びを得ることができるのである 。

中学生の時期は，よりよい生き方や理想、の生き方について自分なりの考えを持ち

始め，己の人生を切り拓こうとする意欲が芽生えてくる 。 しかし，未熟でなかなか

自分に自信が持てないでいるために，ときに劣等感にさいなまされたり，人を妬ん

だり， うらやましがったりすることもある 。

そこで，人は誰しも人間らしい良さを持っていることに気付き 決して人間に絶

望することなく，自分に対しても 人に対しでも人聞としての良さを見いだしてい

こうとする前向きな姿勢や態度を育てることが大切である 。

( 2 ) 本学級の生徒の実態は次の通りである 。

本学級の生徒O人は，道徳、の授業に意欲的である 。 自分の立場や考えを主張でき

る生徒は多いが，他の人と立場や考えが違うと，自信をなくして自分の主張をすぐ

に取り下げたり変えたりする生徒が少なくない。一方で 自分の主張に固持するこ

とに終始して，他の人の考えを聞いたり自分の主張を見直したりできない生徒もい

る。

事前の意識調査の結果では， i自分の考えや意見を大切にして，それを主張するこ

とができていますか。J という問いに対して O人(ム 0/0)が「できている 。」と答

えている 。次に， i自分の考えや意見に反論されたときはどう反応しますか。」とい

う聞いに対しては， 0人(ム%)は「反論の理由を聞いて自分の主張をもう一度検

討する 。」と答え， 0人(ム0/0)は「自分の考えや意見に自信が持てなくなって主

張を変える 。J と答え， 0人(ム%)は「自分の考えや意見を変えることはない。」

と答えている 。 また， i自分の心の弱さや強さに気付いていますか。」 という聞いに

対して， i弱さ」に対してはO人(ム%)が「気付いている oJ と答えているが， i強

さ」に対してはO人(ム%)しか「気付いている 。」と答えていない。

以上のことから，自分の立場や考えが主張できない生徒がし、ることや，反論され

ると議論できない生徒がいることがわかる。また，自分の心の弱さを意識するもの

の，弱さを克服しようとする強い心があることには気付かないでいる生徒が多くい

る実態を捉えることができる。

( 3 ) 本資料は，意志の弱さから邪念に迷って修行を投げ出した道信と，真面目で潔癖
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であるがゆえに寺に舞い戻った旧友を受け入れられない智行が，それぞれ自己の心

の弱さや醜さに気付いてそれを克服していこうとする姿が描かれている 。 この物語

では，フキノトウと白百合という二つの花が，二人が求めるべき心や生き方の象徴

として現れている 。 フキノトウは「苦しみに耐え，乗り越えて力強く生きよ J と励

まし，白百合は「己の心を育て，美しく気高く生きよ」と呼びかけているように感

じる 。 自然からの励ましゃ呼びかけを心に響かせた二人は，それぞれの心の弱さや

醜さと向き合い，それを乗り越えて 力強く美しく生きようと強く決心するのであ

る。

性格や生き方が対照的な二人が，それぞれの弱さや醜さに気付き，それを克服し

ようとする姿を捉え，智行，道信のいずれかと自己を重ねながら，その心境や動機

を探っていくことで 深くねらいに迫ることのできる資料である 。

( 4 ) 指導にあたっては次の 5点に留意する 。

① 導入の段階

・いろいろな場面で，自分の弱い心が出た場面や，それを克服しようと努力したり，

乗り越えたりした経験を想起し，本時の学習のねらいへの意識付け，方向付けを行

フ白

② 展開前段の段階

-初発の感想、での疑問から生まれる学習課題「なぜ，上人は道心を

受け入れたのだろう。」を設定し，女性に捨てられ，盗人に身を落

とし，死まで覚悟した道心の弱さや，道心をどうしても許せず受

け入れることのできない智行の心の弱さや醜さに気付きながら，

価値を追求させる 。

.4 Iポ i
/~イ l、、 I

¥門ムノ l
可 lト l

-道信を受け入れた上人の， i人はみな自分自身と向き合って生きてし、かねばならな

いのだ。」という言葉から，智行が自分の心と向き合って気付くべき自分の心の弱さ

や醜さとは何かについて話し合いたい。また，たくさんのことを経験して自分の弱

さを知った道信が，それを乗り越えて強く気高く生きようとしている姿から，決し

て人間に絶望することなく 自分に対しても人に対しでも人間としての良さを見い

だしていく姿勢や態度の大切さに気付かせたい D

③ 展開後段の段階

・これまでの自分を振り返り，道信または智行と自己を重ねながら自分を見つめさせ

たい。 そこで，人間には誰にも弱さや醜さがあることを認めながら，それを克服し

て強く気高く生きようとする強い願いや力があることを自覚させたい。 どんな困難

な状況においても自分を奮い立たせ，自分を見失うことなく，誇りある生き方，夢

や希望など喜びのある生き方を目指す生き方をしたいという生徒の願いを膨らま

せたい。

④ 終末の段階

・「私たちの道徳、」の P1 2 1を読んで，だれの心にも弱さや醜さと，それを乗り越え

られる強さや気高さが同居していることを知り，苦しみや悩みに打ちかつて人間と
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3 

して生きることに喜びを見いだす態度や意欲を高めたい D

⑤ 人権尊重の視点から

-話し合う，書くといった言語活動を各段階に取り入れ，互いに思いや考えを表現す

る場を確保することによって，一人一人を認め，ほめ，励ます学習を展開したい 0

・弱さや醜さに打ちかっ人間の心の強さや美しさに気付くことによって，人間のすば

らしさを自覚し 人間として誇りある生き方をしたいという願いをふくらませたい。

指導計画

各教科・その他 主な指導内容 体験活動等

学級活動・道徳 身近にある差別やいじめについて話 人権集会

「人権学習 J し合う中で，自分の心を見つめ，自分 10年O組の人

の心の弱さや醜さに気付くようにす 権宣言」など。

る。

心の弱さや醜さに打ちかち，誇りある

生き方を求めるようにする 。

-主題名 自分の弱さと向き合う

「二人の弟子J(文部科学省)

-中心価値 D-2 2 弱さ・醜さの克服

総合的な学習の時間 合唱コンクールに向けて，各自の苦手合唱コンクール

「合唱コンクールを なところや得意なところを理解し合

成功させよう」 い，その克服に向けて励まし合って，

より美しい合唱を目指すようにする 。

事

後|総合的な学習の時間 -人権についての学びをステージや掲|学習発表会

「学習発表会で人権 示発表によって確かめ人間として誇

についての学びを りのある生き方を求めるようにする 。

確かめよう」
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4 本時の学習

( 1 ) ねらい 自己の弱さや醜さを克服しようとする登場人物の姿にふれることを通

して、人間として誇りある生き方に近づこうとする道徳的態度を育てる 。

( 2 ) 展開

程

一

入

庁

過
一
導

5

開

段

分

展

前

お

開

段

分

展

後

日

終末

5分

学習活動

1 自分の心

の弱さや強

さ について

振り返る 。

2 資料「一

人の弟子」

を読んで話

し合う 。

主な発問と予想される反応

自分の弱い心が出たり，そ

れを克服しようと努力した

りしたことを振り返ろう 0

.宿題忘れをごまかした。

-友達だけ選手に選ばれ悔しかっ

たが「良かったね。」と言えた。

|資料を読んで どんなこと|

が一番心に残ったか。 I

・なぜ上人は道信を許したのだろ

うか。

指導上の留意点台評価 |備考

Oだれの心にも弱さと強

さが同居していること

に気付かせ，価値への方

向付けをする 。

【初発の感想の疑問

から学習課題を設定

する】(ポイント)

0生徒の疑問を生ぷか す こ と で 主 体
的に課題を追求

していく 。
[1|学習課題:な?上人は道信を受け入れたのか。

( 1 )道信の 11道信の心の弱さとは、どんな|

心の弱さに 11 ことだろう 。 1

ついて考え |・好きな人のことが忘れられず修

る。 I行を捨ててしまったこと 。

-盗人になったり死のうとしたり

したこと。

( 2 )道信に 11 自分ならば道信を許せるだろ|

対する自分 11 うか。 1

の立場を考 | 
える。 I【許せる】自分の心の弱さに気付

きやり直そうとしているから 。

【許せなしJ裏切りが簡単に許さ

れると思わせたくないから 。

「人は皆自分自身と向き合

って生きていかねばならな

い」と言った上人は、智行

にどんなことに気付いてほ

-自分は友の苦しみに気付かず，

非難するだけであったこと 。

-自分の心にも弱さや醜さがある

とし1 うこと。

自分には弱い心と，それを

乗 り 越 え よ うとする強い

心があることに気付こう 口

-自分より一戸干』 ←.l.. I )，." f __，- ..t 

なると悔しい。それは自分に向

上心があるからだと気付いた 0

.相手によって態度を変えている

自分が醜いと思うのは，美しい

心を求めているからだ。

4 i私たち II r~ ， -1-_ -1- /T'. ，* ~， n.. ("").. I 
1 1 r私たちの道徳JP121 1 

の道徳」を II 措一 | I Iを読もう 白 | 
読む。 II ノ o I 

( 3) i人は皆

自分自身と

向き合って

生きていか

ねばならな

し、」とし1 う

言葉の意味

を考える。

3 自分を深

く見つめ

て，よりよ

い生き方を

さぐる。

しいのだろうか。

0意志の弱さから修行を

投げ出し，何もかもうま

くいかず，死のうとした

ことを押さえたい。

女べアで考えを交流して

いるか。

O多様な価値にふれるこ

とによって，道信や智行

を多面的，多角的に捉え

る視点、を持たせたい。

O道信を許せない智行の

気持ちは，誰の心にもあ

る狭い自己愛，自己の正

当化であることに気付

かせたい

0道信を非難することで

自分の正しさを主張し

ている自分の心の狭さ

に気付いた智行の心を，

智行の涙を通して考え

させたい。

女小グループで考えを交

流しているか。

O 自分を見つめやすくす

るために書く活動を取

り入れる 。

0弱い心に気付くのは，よ

りよく生きたいと願う

心があることに気付か

せたい。

女自分自身を「弱し、心」や

「強い心」という視点か

ら振り返っているか。

Qi私たちの道徳」を読む

ことで実践への励まし

としたい。

心の色

カード

ワーク

シート

ワーク

シート

ワーク

シート

「私た

ちの道

徳J
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ワ ー ク シ l ト 例

こ こ ろ シ i ト ( 月 日 ) 年 組 番 氏 名 ( 、、
_"

1
 

資 料 「 二 人 の 弟 子 」 を 読 ん で 、 話 し 合 い ま し ょ う 。

① 資 料 を 読 ん で 、

簡 単 に 書 き ま し ょ う 。
ど ん な こ と が 一 番 心 に 残 り ま し た か 。

② 「 智 行 よ 、 人 は み な 自 分 自 身 と 向 き 合 っ て 生 き て い か な く て は な ら な い の だ 。 」

と 行 っ た 上 人 は 、 智 行 に ど ん な こ と に 気 付 い て ほ し い の で し ょ う か 。

2
 

自 分 の 中 に は 、 ど ん な 弱 い 心 と 、

ょ う か 。 鯵 弱 い 心 紗 強 い 心

そ れ を 乗 り 越 え よ う と す る ど ん な 強 い 心 が あ る で し

寝静

‘' 
【 学 習 の 振 り 返 り A と て も 、1J r - 、 ， 一 、E T し ゃ / し C あ ま り D 全 く 】

資 料 は 分 か り ゃ す か っ た か 。

自 分 の 考 え は 話 せ た か 。 ( 、、
_"

自 分 の 考 え は 書 け た か 。 (

友 や 先 生 の 話 は 聞 け た か 。 (

σ3
 

o
 



板 書 例

「 - 一 I 人 爪 W 首 別 マ T 」

料 を 読 ん で 一 番 心 に 残 っ た こ と

・ な ぜ 上 人 は 道 信 を 受 け 入 れ た の だ ろ う 。

・ 一 生 懸 命 に 修 行 し て い た 智 行 は 、 逃 げ 出 し た 道 信 の こ と を 受 け 入 れ る こ と が で き な か

っ た と 思 う
0

・ 智 行 は な ぜ 、 一 課 を 流 し た の だ ろ う 。

手 習 課 題 『 移 ぜ 土 入 院 選 信 を 昌 弘 け 入 れ た ぬ だ ろ う 。

轡 道 信 の 心 の 弱 さ と は ど ん な こ と だ ろ う 。

好 き な 人 の こ と が 忘 れ ら れ ず 修 行 を 捨 て た こ と 。

盗 人 に な っ た り 死 の う と し た り し た こ と 。

穆 自 分 な ら ば 道 信 を 許 せ る だ ろ う か 。

【 許 せ る 】 自 分 の 心 の 弱 さ に 気 付 き 、 や り 直 そ う と し て い る か ら 。

【 許 せ な い 】 裏 切 り が 簡 単 に 許 せ る と 思 わ せ た く な い か ら 。

場 「 人 は 皆 、 自 分 自 身 と 向 き 合 っ て い か ね ば な ら な い 。 」 と 言 っ た 上 人 が 智 行 に 気 付 い て

ほ し い こ と は ど ん な こ と だ ろ う 。

- 友 を 許 せ ず 非 難 す る だ け の 狭 い 心 。

- 自 分 の 心 に も 弱 さ や 醜 さ が あ る こ と 。

。 分 の 中 に あ る 弱 い 心 と 強 い 心 に 気 付 こ う 。

⑪ 自 分 よ り 下 手 だ っ た 人 が 上 手 く な る と 悔 し い 。

- そ れ は 自 分 に 向 上 心 が あ る か ら だ 。 自 分 も 上 手 く な ろ う と 努 力 し て い け ば い い と 気 付 い

た 。

鯵 相 手 に よ っ て 態 度 を 変 え て し ま う 自 分 が い た 。

- そ ん な 8 分 を 醜 い と 悶 ゅ う の は 、 美 し い 心 を 求 め て い る か ら だ 。
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ポイント 考え，議論する場の設定構造的板書の工夫

第 3学年組道徳学習指導案

平成年月日( )第校時場所年組教室

指導者 00  00  

1 主題名 世界に貢献する [c -1 8 国際貢献，国際理解】

資料名 「海と空 -樫野の人々-J (1私たちの道徳 中学校」文部科学省)

2 主題について

( 1 ) グローバル化が進展する社会の中で 様々な文化や価値観を背景とする人々と相

互に尊重し合いながら 人間の幸福と社会の発展の調和的な実現を図ることが一層

重要な課題となっている。ゆえに 将来の我が国を担う中学生には 国際的視野に

立ち， 日本人としての自覚をしっかり持って国際理解に努めることが必要である 。

日常生活の中で社会連帯の自覚に基づき，あらゆる時と場所において協働の場を実

現していく努力こそ，平和で民主的な国家及び社会を実現する根本であり，国際的

視野に立って世界の平和に貢献することにつながる 。

中学校の段階では 全ての教科等の学習を通して 世界の様々な国々に対しての

興味・関心が高まってくる 。そこで，他国の人々や異文化に対する理解と尊敬の念

を深め，世界の平和と人類の発展に貢献するという理想を抱き，その理想、の実現に

努めることが大切である D その理想を実現するための基本として どの国の人々も

同じ人間として尊重し合い 差別や偏見を持たずに公正 公平に接する心を育てて

いきたい

( 2 ) 生徒たちの意識調査の結果では， I国際貢献には，どのような活動があると思う

か」 という問いに対して， INGOJ I青年海外協力隊JI国境なき医師団 JIボラン

ティア活動」などの言葉を挙げた者が O人いた。また 「国際貢献に取り組みたい

かJという問いに対して， 0人(ム%)が， I積極的に取り組みたしリ， 0人(ム010) 

が， I機会があれば取り組みたしリ， 0人(ム%)が， Iあまり取り組みたくなしリ，

O人(ム%)が， Iわからなしリと回答していた。取り組みたくない理由の多くが，

外国の人とうまく接する自信がないことや自分のことで精一杯であることなどが

挙げられていた。

この意識調査の結果から，生徒たちは国際貢献の重要性は認識しているものの，

具体的な内容については理解が乏しいといえる。また，興味を持っている者も少な

く，自分とはあまり関係、がないと思っている傾向が強い。更に，国際貢献へ取り組

もうとする意欲は低く，理由から分析すると，日本と異なる外国の文化や環境に対

する抵抗感や自分の置かれている立場が世界とつながっているという意識が低く，

無意識に自他という境界線があるといえ，国際的な視野に立った人間愛を育てる必

要がある 。

( 3 ) 本資料は，イラン・イラク戦争に巻き込まれた日本人を，危険を冒して飛行機を

飛ばせて救出したトルコ政府の行動と，遭難したトルコの軍艦の乗員を，身を犠牲

にして救助した日本人(樫野の人々)の行動が人道的な心でつながっていることを

語り伝える読み物である 。 トルコ政府が危険な救援機を飛ばしてくれた真の理由を

知ろうとした「私」が，エルトウールル号遭難展示室で館長から聞いた樫野の人々
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の献身的な行動は，どの国の人々も同じ人間として公平に接する心を考えさせるの

に適している 。 また，そうした日本人の深い人間愛に基づく心が時代を経て， トル

コの人々の心に生き続けたという事実は，国際貢献とは何かを話し合う上で，適切

な題材になる 。

( 4 ) 指導にあたっては，次の 5点に留意する 。

① 導入の段階

• r国際貢献」について 「外国でのボランティア活動」のような単純なイメージを

持つ者が多いことや，行動ばかりに目が向き，身近なこととしてとらえがたいこ

とに気付かせる 。 また，積極的に取り組むには，どのようにすればよし、かと聞い

同弁」かけることで，本時の学習の方向付けをする D

② 展開前段の段階

・樫野の人々がとった自己犠牲を伴う遭難者救出を是とする立場と自分が困るほどの

犠牲を払わなくてもよいとする立場で議論を行う 。 その際に，もし，食料を出し惜

しんだ場合に想定されることや，その時の心情を想像させっつ議論させたい。

・「海と空」が水平線で一つになっていたという言葉から，樫野の人々が，日本人

もトルコ人も同じ人聞として公平に接しようとした人間愛あふれる心が，今日の

トルコの人々につながっていることに気付かせる 。

③ 展開後段の段階

-導入段階で確認した「国際貢献」に対する最初の概念と，授業を通して学んだ「国

際貢献」に対する考え方を比較することにより，変容を自覚し，自己評価させる 0

・「国際貢献J に積極的に取り組むためには，まず，他国の人々も自分たちと同じ

ように尊重し 公平に接しようとする心も持つことが重要であることに気付かせ

るD

④ 終末の段階

・地震や津波などの被害にあった国に救援隊が派遣されることはよく耳にしてい

るはずである 。 また，支援費用を募金したことのある生徒がし、れば，そのときの

思いを想起して，語らせることも考えられる 。

⑤ 人権教育の視点から

-避難を伴うような災害を体験している生徒がいる場合は，そうした体験を詳細に

思い出す問いかけをしないように心がける 。

3 指導計画

各教科等・その他 主な指導内容 体験活動等

事
総合的な学習の時間 -世界が抱える課題や 日本と世界との関わ 調べたことをポスターセ

「世界の抱える課題と日本 りについて，個人テーマを設定し，調べ学 ッション形式で発表す
前

の関わり」 習を行い，レポートや発表資料にまとめる。 る。

本 -主題名 世界に貢献する

時 -資料名 「海と空 -樫野の人々 -J・中心価値 C-18 国際理解，国際貢献

事
学級活動(進路学習) -進学や就職を考える際に，これからの国際 作文活動

「将来の夢・人生設計を考 化社会を見据えて どのように世界と関わ テーマ「国際化社会を生
後

える」 って働いていくかを考えさせる。 きる」
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4 本時の学習

( 1 )ねらい 樫野の人々の思いを共感的に理解させることを通して，日本人としての自

覚を持ち，他国を尊重し，国際的視野から貢献をしようとする心情を育てる 。

( 2 )展開

過程 学習活動 主な発聞と予想される反応 指導上の留意点 大評価 備考

導入 1 「国際貢献」に対する 0資料を参考に「国際貢献」 「私たち

5分 自分の考えや思いを発
日本人として，私たちに

を自分が関わる活動として の道徳J

表する。
できる「国際貢献」とは

具体的に考えさせること P.217 
イ可でしょう。

で，価値への方向付けをす

る。

2 資料「海と空一樫野の

11

0地理的状況や献背景など補足

人々-Jを読んで話し合 遭難事件を知っても長 を補足する。 資料

つD

年の疑問に「私」が納得

展開 ( 1 )展示物を見ても，
しないのはなぜでしょう。

110百年以上前の出来事だけを

前段 「私」が 20年近く抱い -親目的というだけは自国民 理由に，危険な救助へ自分

30分 てきた疑問に納得でき より日本人を優先しないだ だ、ったら行くかどうかを考

ないのはなぜか考える。 ろう。 えさせ， i私」の納得しない

-危険を冒してまで外国人を 気持ちに共感させる。 | ワークシート

(2 )自分たちの食料を全

て使って外国の遭難者

を救おうとしたときの

樫野の人々の思いを考

える。

(3 )水平線を見ながら，

「私」はどのように長年

の疑問を角料、たのか考

える。
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-人の命が何より大事だ。

-国に関係なく，同じ人間だD

「海と空」が水平線で一

つになっているのを見な

がら， i私」が気付いたこ

とは何でしょう。

-誰彼の別なく助けたいとい

人々の心情を根拠にして議

論することができたか。

0自分たちと外国人を同じ人

聞として公平に救おうとし

た心がトルコ人の心の中に|ワークシート

も生き続け，同じような行

動を起こしたことに気付か

う心が時空を超えて両国に| せる。

つながり，救出機が出され

たこと。

展開 3 資料を通して学んだ
私たちにできる「国際貢

0人種・国境・文化の違いを 「私た

後段 ことを基に「国際貢献J
献」とは何か，もう一度

越えた深い人間愛を持って ちの道

10分 について考えを深める。
考えてみましょう。

助け合うことに気付かせ 徳、」

る。 P217 
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大導入時と比較できたか。

終末 4 教師の説話を聞く D

大地震が発生した国へ
0政治的な対立などに関係な

く人道的な立場から救助隊5分
各国がどのように対応し

や支援金がすぐさま送られ
ているか話します。

てくることを具体的に話

す。

道徳教育アンケート

3年組 号名前(

1 国際貢献には，どのような活動があると思いますか。

「私たちの道徳J P212'"'"'217を参考にして書いてください。

2 国際貢献をしている人たちのニュースや活動を見て，あなたはどう思いますか。

3 あなたは，国際貢献に取り組んでみたいと思いますか。次の中から一つ選び，その

理由も書いてください。

ア 積極的に取り組みたい l理由

イ 機会があれば取り組みたい

ウ あまり取り組みたくない

エ わからない

4 国際貢献をするためには，何が必要だと思いますか。
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) 組 ( 口 下ミ
f

「 海 と 空 」 3 年 ( 氏 名 (

O 樫 野 の 人 々 は 、 ど ん な 思 い で 食 料 を 全 部 使 っ て 外 国 の 遭 難 者 を 救 お う と し た の で し ょ う か 。

皐.
l.
皇

樫
野
の
人
々

O 「 海 と 空 」 が 水 平 線 で つ な が っ て い る の を 見 な が ら 、 「 私 」 が 気 付 い た こ と は 何 で し ょ う 。

学 習 の 振 り 返 4 ( ょ く で き た ) ・ ・ ・ 1 ( で き な か っ た ) を O で か こ む 。

① 資 料 の 登 場 人 物 の 気 持 ち を 考 え る こ と が で き ま し た か ?例
の

ト
「 一 ② 自 分 の 考 え が 広 が っ た り 、 深 ま っ た り し ま し た か ワ

ク 一
防 一 ③ 自 分 の 心 を 見 つ め る こ と が で き ま し た か ワ

【 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 】

【 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 】

【 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 】
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同 じ 人 間 だ 。

「 海 と 空 」

- 人 の 命 が 何 よ り 大

事 だ 。

国 に 関 係 な く 、

ー 樫 野 の 人 々 |

- 親 日 的 だ け で 日 本 人

優 先 す る の か ?

な ぜ 危 険 を 自 白 し て ま で 救 出

す る の か ?

「不ム
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|

い う 心
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、

O 私 た ち に で き る 「 国 際 貢 献 」 と 何 だ ろ う つ

- 分 け 隔 で な く 助 け 合 う こ と 。 - 誰 の 命 も 大 切 に し た い 。
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